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文
教
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

一
　
は
じ
め
に

盛
岡
市
と
花
巻
市
の
間
に
位
置
し
、
奥
羽
山
脈
の
東
縁
を
な

す
、
地
元
に
お
い
て
志
和
三
山
と
呼
ば
れ
る
山
々
が
あ
る
。
海

抜
八
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
九
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
で
、
北
か

ら
箱
ヶ
森
、南
昌
山
、東
根
山
で
あ
る
。宮
沢
賢
治
が
文
語
詩「
岩

頸
列
」
に
「
西
は
箱
ヶ
と
毒
ヶ
森
、
／
椀
コ
、
南
昌
、
東
根
の
」

と
記
し
た
山
々
は
、こ
の
志
和
三
山
と
重
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

「
椀
コ
」
だ
け
は
地
図
上
に
そ
の
名
が
見
え
ず
、ど
の
山
が
「
椀

コ
」
に
当
た
る
か
、
こ
れ
ま
で
に
諸
説
出
さ
れ
て
き
た
が
、
本

稿
で
は
そ
の
問
題
は
扱
わ
な
い ）1
（
注

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
山
々
を
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宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（2）

以
下
南
昌
山
山
塊
と
呼
ぶ
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
全
体
を
次
に
示
す
。

西
は
箱
ヶ
と
毒
ヶ
森
、



椀
コ
、
南
昌
、
東
根
の
、

古
き
岩
頸
の
一
列
に
、



氷
霧
あ
え
か
の
ま
ひ
る
か
な
。

か
ら
く
み
や
こ
に
た
ど
り
け
る
、

芝
雀
は
旅
を
も
の
が
た
り
、

「
そ
の
小
屋
掛
け
の
う
し
ろ
に
は
、

寒
げ
な
る
山
に
よ
き
に
よ
き
と
、

立
ち
し
」
と
ば
か
り
口
つ
ぐ
み
、

と
み
に
わ
ら
ふ
に
ま
ぎ
ら
し
て
、

渋
茶
を
し
げ
に
の
み
し
て
ふ
、

そ
の
こ
と
ま
こ
と
う
べ
な
れ
や
。

山
よ
ほ
の
ぼ
の
ひ
ら
め
き
て
、
わ
び
し
き
雲
を
ふ
り
は
ら
へ
、

そ
の
雪
尾
根
を
か
ゞ
や
か
し
、

野
面
の
う
れ
ひ
を
燃
し
了
せ

私
は
か
つ
て
、
拙
著
『
宮
沢
賢
治
文
学
に
お
け
る
地
学
的
想

像
力
│〈
心
象
〉と〈
現
実
〉
の
谷
を
わ
た
る
│
』（
蒼
丘
書
林
、

2011.5

、
以
下
、
前
著
と
記
す
）
の
第
七
章
「「
岩
頸
」
意
識

に
つ
い
て
」
で
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
を
取
り
上
げ
論
じ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
さ
ら
な
る
現
地
調
査
を
重
ね
、
地
質

学
的
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
作
品
解
釈
に
関
し
て
も
、

も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
解
釈
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に

至
っ
た
。

主
な
考
察
点
は
、
第
一
点
と
し
て
、
詩
「
岩
頸
列
」
に
記
さ

れ
た
山
々
が
、
宮
沢
賢
治
が
判
断
し
た
よ
う
に
ほ
ん
と
う
に
岩

頸
で
あ
る
の
か
、
地
質
学
的
デ
ー
タ
を
提
示
し
検
討
を
加
え
る

こ
と
。
そ
し
て
第
二
点
は
、
私
が
前
著
で
「「
岩
頸
」
意
識
」
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（3）

と
呼
ん
だ
賢
治
が
岩
頸
を
見
て
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
視
覚
変
容

に
関
し
、
そ
の
理
由
付
け
と
し
て
用
い
た
「
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
症
候
群
」
を
、
新
た
に
「
解
離
性
意
識
変
容
」
の
視
点
か

ら
考
察
し
直
す
こ
と
で
あ
る
。

二
　
地
質
学
的
調
査

　

二
│
一　

先
行
研
究

地
質
学
を
専
門
と
す
る
大
石
雅
之
は
、「
宮
沢
賢
治
の
『
岩

頸
列
』
の
あ
る
山
地
に
関
す
る
一
考
察
」 ）2
（
注

に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
地
質
学
的
調
査
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
る

限
り
、
山
体
を
成
す
岩
種
に
関
し
必
ず
し
も
定
説
を
見
て
い
な

い
よ
う
で
、
安
山
岩
、
デ
イ
サ
イ
ト
、
流
紋
岩
と
各
種
火
山
岩

の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
論
に
お
い
て
考
察
の
対
象
と
す

る
の
は
、
北
か
ら
箱
ヶ
森

（866m

）、
赤
林
山
（855m

）、
毒
ヶ

森
（782m

）、
ノ
ロ
キ
山
（742m

）、
薬
師
岳
（771m

峰 ）3
（
注

）、

南
昌
山
（848m

）、
東
根
山
（928m

）
の
七
山
で
、
今
後
の

論
の
展
開
上
、位
置
関
係
を
地
形
図
に
よ
っ
て
示
す
（
図
１
）。　

こ
の
地
域
に
関
す
る
戦
後
に
お
け
る
先
駆
的
で
か
つ
総
合
的

な
調
査
研
究
と
し
て
、
早
川
典
久
・
船
山
裕
士
・
斎
藤
邦
三
・

北
村
信
に
よ
る
『
岩
手
県
地
質
説
明
書
Ⅰ
』（
岩
手
県
、1954

・4

）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
副
題
は
「
北
上
山
地
西
縁
よ
り
脊

梁
山
地
に
亘
る
地
域
の
新
第
三
系
の
地
質
」
と
な
っ
て
い
る
。

第
７
章
「
紫
波
稗
貫
地
区
」
第
Ⅳ
「
新
期
火
山
岩
類
」
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

本
地
区
に
於
け
る
火
山
岩
類
は
、
上
述
の
各
層
を
貫
く

も
の
と
し
て
、湯
口
村
大
森
山
を
構
成
す
る
石
英
粗
面
岩
・

湯
本
村
台
山
・
御
所
村
滝
沢
山
・
紫
波
岩
手
郡
界
箱
ヶ
森
・

赤
林
山
の
安
山
岩
が
あ
る
が
、
何
れ
も
小
規
模
な
岩
株
状

を
な
し
て
男
助
層
及
び
湯
口
層
中
に
貫
入
し
て
い
る
。

　

所
謂
新
規
火
成
活
動
の
初
期
噴
出
物
と
考
へ
ら
れ
る
石

英
安
山
岩
類
は
、
葛
丸
川
及
び
豊
沢
川
上
流
に
約6

㎞
の

略
円
形
の
地
域
に
分
布
す
る
外
、
南
昌
山
・
西
東
根
山
・

高
倉
山
・
円
森
山
等
に
分
布
す
る
。

早
川
ら
は
、
第
四
系
に
起
こ
っ
た
新
規
火
成
活
動
が
「
小
規

模
な
岩
株
状
を
な
し
て
」、
新
第
三
系
の
男
助
層
や
湯
口
層
に

貫
入
し
た
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
新
規
火
成
活
動

は
そ
の
初
期
に
石
英
安
山
岩
類
を
噴
出
し
、
そ
れ
が
、
本
稿
と

の
関
連
で
い
う
な
ら
南
昌
山
を
成
す
と
し
、
そ
の
後
、
安
山
岩

類
の
噴
出
時
期
が
お
と
ず
れ
、
箱
ヶ
森
、
赤
林
山
を
成
し
た
と
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、
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「
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」
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と
呼
ん
だ
賢
治
が
岩
頸
を
見
て
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
視
覚
変
容

に
関
し
、
そ
の
理
由
付
け
と
し
て
用
い
た
「
不
思
議
の
国
の
ア

リ
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症
候
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、
新
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「
解
離
性
意
識
変
容
」
の
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点
か
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と
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二
　
地
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学
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地
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（
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地
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戦
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。

　

本
地
区
に
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火
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は
、
上
述
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各
層
を
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も
の
と
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、湯
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村
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成
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る
石
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面
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・
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四
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に
起
こ
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た
新
規
火
成
活
動
が
「
小
規

模
な
岩
株
状
を
な
し
て
」、
新
第
三
系
の
男
助
層
や
湯
口
層
に

貫
入
し
た
と
考
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た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
新
規
火
成
活
動

は
そ
の
初
期
に
石
英
安
山
岩
類
を
噴
出
し
、
そ
れ
が
、
本
稿
と

の
関
連
で
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な
ら
南
昌
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を
成
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と
し
、
そ
の
後
、
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山
岩

類
の
噴
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時
期
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、
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ヶ
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成
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た
と
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い
う
こ
と
に
な
る
。
南
昌
山
の
石
英
安
山
岩
と
箱
ヶ
森
、
赤
林

山
の
安
山
岩
の
貫
入
時
期
に
関
し
て
は
、
本
論
に
お
い
て
は
異

な
る
見
解
を
後
に
記
す
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
早
川
ら

の
見
解
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

早
川
ら
の
定
義
し
た
新
第
三
系
の
男
助
層
、
湯
口
層
は
、
そ

の
後
の
地
質
学
の
進
展
に
よ
り
定
義
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、村
井
貞
允
の
「
岩
手
県
雫
石
盆
地
東
縁
部
の
地
質
」（「
東

北
大
学
理
科
報
告
、地
質
学
」1960

・5

）
に
よ
り
再
定
義
さ
れ
、

湯
口
層
は
桝
沢
層
と
矢
櫃
層
と
分
け
ら
れ
、
男
層
層
も
、
男
助

層
と
下
猿
田
層
に
区
分
さ
れ
た
。
早
川
ら
が
幕
館
層
と
呼
ん
だ

男
助
層
の
下
部
に
あ
た
る
層
を
、
村
井
は
飯
岡
層
と
し
、
こ
の

飯
岡
層
の
命
名
は
そ
の
後
定
着
、
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
私

も
こ
れ
ま
で
の
論
考
に
お
い
て
飯
岡
層
の
呼
び
名
を
用
い
て
い

る
。男

助
層
に
関
し
て
は
、
大
上
和
良
・
松
坂
裕
之
・
土
井
宣
夫
・

越
谷　

信
・
大
口
健
志
「
脊
梁
山
地
東
縁
部
、
盛
岡
│
花
巻
市

西
方
に
分
布
す
る
中
新
統
の
層
序
に
つ
い
て
」（「
地
球
科
学
」

44
巻
５
号
、1990

・9

）
に
お
い
て
再
々
定
義
さ
れ
、
下
猿
田
層
、

男
助
層
、
矢
櫃
層
、
湯
口
層
は
一
括
し
て
猪
去
沢
層
の
中
に
組

み
込
ま
れ
、
従
来
の
男
助
層
は
、
猪
去
沢
層
中
の
男
助
部
層
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
に
お
い

て
は
こ
れ
ま
で
前
著
で
男
助
層
と
記
し
て
い
た
も
の
を
、
男
助

部
層
と
記
す
こ
と
と
す
る
。

二
│
二　

岩
頸
と
は

宮
沢
賢
治
が
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
で
記
し
た
、箱
ヶ
森
、毒
ヶ

森
、
南
昌
山
、
東
根
山
の
各
山
に
関
し
、
地
質
学
的
に
岩
頸
で

あ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
地
質
学
会
に
お
い
て
は
大
石

雅
之
（
前
出
）
が
、「
賢
治
の
「
岩
頸
列
」
が
本
当
に
岩
頸
か

ら
な
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
誰
も
詳
し
く
調

査
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、「
箱
ヶ
森
な
ど

の
火
山
岩
の
貫
入
は
鮮
新
世
（
最
後
期
の
中
新
世
？
）
か
ら
前

期
更
新
世
に
わ
た
る
時
期
の
い
つ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

中
新
統
に
貫
入
し
た
火
山
の
火
道
が
浸
食
に
耐
え
残
っ
た
、
す

な
わ
ち
箱
ヶ
森
な
ど
の
火
山
岩
は
岩
頸
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
記
し
て

い
る
。
宮
沢
賢
治
研
究
に
お
け
る
先
行
研
究
と
し
て
、
宮
城
一

男
、
亀
井
茂
が
専
門
的
立
場
か
ら
言
及
し
て
い
る
が ）4
（
注

、
岩
頸

と
は
ど
の
よ
う
な
地
質
学
的
現
象
か
と
い
う
説
明
が
主
で
、
い

わ
ば
岩
頸
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、
地
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質
学
的
に
調
査
す
る
と
い
う
検
証
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
私
は

前
著
に
お
い
て
、
南
昌
山
に
関
す
る
実
地
調
査
の
結
果
、
岩
頸

と
判
断
で
き
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、宮
沢
賢
治
が
地
質
学
を
学
ん
だ
大
正
初
め
に
お
い
て
、

岩
頸
は
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
か
。
加
藤
碵
一
が
す

で
に
『
宮
澤
賢
治
地
学
用
語
辞
典
』（
愛
智
出
版
、2011

・9

）

で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
明
治
二
九
年
刊
行
の
横
山
又
次
郎

著
『
地
質
学
教
科
書
』（
冨
山
房
、1896

・7

）
に
、「
岩
頸
（
第

七
十
二
図
ロ
）
ハ
其
横
断
面
円
形
楕
円
形
若
ク
ハ
不
規
則
形
ノ

棒
状
岩
ナ
リ
。
而
テ
其
直
径
ハ
時
ニ
甚
タ
大
ナ
リ
」
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
掲
載
の
図
を
次
に
示
す
（
図
２
）。

岩
頸
に
関
す
る
文
献
的
な
調
査
は
加
藤
碵
一
に
よ
る
も
の
に

尽
き
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
明
治
三
三
年
に
伊
木
常
誠
が

「
地
質
学
雑
誌
」
７
巻
（
110
頁
）「
雑
報
」
欄
（1900

）
に
「
仙

臺
太
白
山
は
火
山
岩
頸
な
り
」
と
題
し
、
日
本
に
お
け
る
岩
頸

の
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
点

は
貴
重
で
あ
る
。
伊
木
常
誠
は
当
時
第
二
高
等
学
校
の
教
授
で

あ
っ
た
。

横
山
又
次
郎
は
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
教
授
で
多
く
の
地

質
学
関
係
の
教
科
書
を
著
し
て
い
る
。
岩
頸
に
関
す
る
横
山
の

記
述
を
追
っ
て
み
る
と
、
前
記
『
地
質
学
教
科
書
』
の
後
は
、

岩
頸
の
名
称
を
あ
ま
り
積
極
的
に
用
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。『
普
通
地
質
学
講
義
』（
大
正
３
・
７
）
で
は
岩
頸
は
立
項

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
幹
（
岩
幹
）」
の
説
明
が
岩
頸
に
近
い
と
思

わ
れ
る
。『
地
質
学
攬
要
』（
大
正
８
・７
）で
は「
幹（
一
名
頸
）」

と
記
し
、『
自
然
地
質
学
』（
大
正
11
・
８
）
で
は
「
頸
（
岩
頸
）」

と
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
教
科
書
に
も
岩
頸
の
具
体
例
は
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
鐘
（
岩
鐘
）」
の
例
と
し
て
「
備
中
日
野
山
」、

「
潜
鐘
」
の
例
と
し
て
「
合
衆
国
ダ
コ
タ
州
マ
ト
テ
ペ
ク
」
図

を
掲
載
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

宮
沢
賢
治
が
岩
頸
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
と
推
定
で

き
る
日
本
の
教
科
書
と
し
て
は
、佐
藤
伝
蔵
の
『
岩
石
地
質
学
』

（
三
星
社
出
版
部
、
大
正
12
・
６
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
佐
藤
伝
蔵
は
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
で
、
地
質
学
・

岩
石
学
・
鉱
物
学
方
面
で
の
教
科
書
を
著
し
て
い
る
。『
岩
石

地
質
学
』
で
は
「
火
成
岩
現
出
の
状
態
」
の
一
つ
と
し
て
「
岩

頸
」
を
立
項
し
、
次
の
よ
う
な
説
明
と
二
枚
の
図
（
図
３
・
４
）

が
付
さ
れ
て
い
る
。

岩
頸
と
は
火
山
に
於
け
る
噴
出
孔
充
填
し
た
る
円
壔
状
の
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い
う
こ
と
に
な
る
。
南
昌
山
の
石
英
安
山
岩
と
箱
ヶ
森
、
赤
林

山
の
安
山
岩
の
貫
入
時
期
に
関
し
て
は
、
本
論
に
お
い
て
は
異

な
る
見
解
を
後
に
記
す
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
早
川
ら

の
見
解
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

早
川
ら
の
定
義
し
た
新
第
三
系
の
男
助
層
、
湯
口
層
は
、
そ

の
後
の
地
質
学
の
進
展
に
よ
り
定
義
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、村
井
貞
允
の
「
岩
手
県
雫
石
盆
地
東
縁
部
の
地
質
」（「
東

北
大
学
理
科
報
告
、地
質
学
」1960

・5

）
に
よ
り
再
定
義
さ
れ
、

湯
口
層
は
桝
沢
層
と
矢
櫃
層
と
分
け
ら
れ
、
男
層
層
も
、
男
助

層
と
下
猿
田
層
に
区
分
さ
れ
た
。
早
川
ら
が
幕
館
層
と
呼
ん
だ

男
助
層
の
下
部
に
あ
た
る
層
を
、
村
井
は
飯
岡
層
と
し
、
こ
の

飯
岡
層
の
命
名
は
そ
の
後
定
着
、
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
私

も
こ
れ
ま
で
の
論
考
に
お
い
て
飯
岡
層
の
呼
び
名
を
用
い
て
い

る
。男

助
層
に
関
し
て
は
、
大
上
和
良
・
松
坂
裕
之
・
土
井
宣
夫
・

越
谷　

信
・
大
口
健
志
「
脊
梁
山
地
東
縁
部
、
盛
岡
│
花
巻
市

西
方
に
分
布
す
る
中
新
統
の
層
序
に
つ
い
て
」（「
地
球
科
学
」

44
巻
５
号
、1990

・9

）
に
お
い
て
再
々
定
義
さ
れ
、
下
猿
田
層
、

男
助
層
、
矢
櫃
層
、
湯
口
層
は
一
括
し
て
猪
去
沢
層
の
中
に
組

み
込
ま
れ
、
従
来
の
男
助
層
は
、
猪
去
沢
層
中
の
男
助
部
層
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
に
お
い

て
は
こ
れ
ま
で
前
著
で
男
助
層
と
記
し
て
い
た
も
の
を
、
男
助

部
層
と
記
す
こ
と
と
す
る
。

二
│
二　

岩
頸
と
は

宮
沢
賢
治
が
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
で
記
し
た
、箱
ヶ
森
、毒
ヶ

森
、
南
昌
山
、
東
根
山
の
各
山
に
関
し
、
地
質
学
的
に
岩
頸
で

あ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
地
質
学
会
に
お
い
て
は
大
石

雅
之
（
前
出
）
が
、「
賢
治
の
「
岩
頸
列
」
が
本
当
に
岩
頸
か

ら
な
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
誰
も
詳
し
く
調

査
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、「
箱
ヶ
森
な
ど

の
火
山
岩
の
貫
入
は
鮮
新
世
（
最
後
期
の
中
新
世
？
）
か
ら
前

期
更
新
世
に
わ
た
る
時
期
の
い
つ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

中
新
統
に
貫
入
し
た
火
山
の
火
道
が
浸
食
に
耐
え
残
っ
た
、
す

な
わ
ち
箱
ヶ
森
な
ど
の
火
山
岩
は
岩
頸
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
記
し
て

い
る
。
宮
沢
賢
治
研
究
に
お
け
る
先
行
研
究
と
し
て
、
宮
城
一

男
、
亀
井
茂
が
専
門
的
立
場
か
ら
言
及
し
て
い
る
が ）4
（
注

、
岩
頸

と
は
ど
の
よ
う
な
地
質
学
的
現
象
か
と
い
う
説
明
が
主
で
、
い

わ
ば
岩
頸
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、
地

「文学部紀要」文教大学文学部　35 - 2号　鈴木健司

（5）

質
学
的
に
調
査
す
る
と
い
う
検
証
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
私
は

前
著
に
お
い
て
、
南
昌
山
に
関
す
る
実
地
調
査
の
結
果
、
岩
頸

と
判
断
で
き
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、宮
沢
賢
治
が
地
質
学
を
学
ん
だ
大
正
初
め
に
お
い
て
、

岩
頸
は
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
か
。
加
藤
碵
一
が
す

で
に
『
宮
澤
賢
治
地
学
用
語
辞
典
』（
愛
智
出
版
、2011

・9

）

で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
明
治
二
九
年
刊
行
の
横
山
又
次
郎

著
『
地
質
学
教
科
書
』（
冨
山
房
、1896

・7

）
に
、「
岩
頸
（
第

七
十
二
図
ロ
）
ハ
其
横
断
面
円
形
楕
円
形
若
ク
ハ
不
規
則
形
ノ

棒
状
岩
ナ
リ
。
而
テ
其
直
径
ハ
時
ニ
甚
タ
大
ナ
リ
」
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
掲
載
の
図
を
次
に
示
す
（
図
２
）。

岩
頸
に
関
す
る
文
献
的
な
調
査
は
加
藤
碵
一
に
よ
る
も
の
に

尽
き
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
明
治
三
三
年
に
伊
木
常
誠
が

「
地
質
学
雑
誌
」
７
巻
（
110
頁
）「
雑
報
」
欄
（1900
）
に
「
仙

臺
太
白
山
は
火
山
岩
頸
な
り
」
と
題
し
、
日
本
に
お
け
る
岩
頸

の
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
点

は
貴
重
で
あ
る
。
伊
木
常
誠
は
当
時
第
二
高
等
学
校
の
教
授
で

あ
っ
た
。

横
山
又
次
郎
は
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
教
授
で
多
く
の
地

質
学
関
係
の
教
科
書
を
著
し
て
い
る
。
岩
頸
に
関
す
る
横
山
の

記
述
を
追
っ
て
み
る
と
、
前
記
『
地
質
学
教
科
書
』
の
後
は
、

岩
頸
の
名
称
を
あ
ま
り
積
極
的
に
用
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。『
普
通
地
質
学
講
義
』（
大
正
３
・
７
）
で
は
岩
頸
は
立
項

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
幹
（
岩
幹
）」
の
説
明
が
岩
頸
に
近
い
と
思

わ
れ
る
。『
地
質
学
攬
要
』（
大
正
８
・７
）で
は「
幹（
一
名
頸
）」

と
記
し
、『
自
然
地
質
学
』（
大
正
11
・
８
）
で
は
「
頸
（
岩
頸
）」

と
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
教
科
書
に
も
岩
頸
の
具
体
例
は
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
鐘
（
岩
鐘
）」
の
例
と
し
て
「
備
中
日
野
山
」、

「
潜
鐘
」
の
例
と
し
て
「
合
衆
国
ダ
コ
タ
州
マ
ト
テ
ペ
ク
」
図

を
掲
載
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

宮
沢
賢
治
が
岩
頸
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
と
推
定
で

き
る
日
本
の
教
科
書
と
し
て
は
、佐
藤
伝
蔵
の
『
岩
石
地
質
学
』

（
三
星
社
出
版
部
、
大
正
12
・
６
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
佐
藤
伝
蔵
は
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
で
、
地
質
学
・

岩
石
学
・
鉱
物
学
方
面
で
の
教
科
書
を
著
し
て
い
る
。『
岩
石

地
質
学
』
で
は
「
火
成
岩
現
出
の
状
態
」
の
一
つ
と
し
て
「
岩

頸
」
を
立
項
し
、
次
の
よ
う
な
説
明
と
二
枚
の
図
（
図
３
・
４
）

が
付
さ
れ
て
い
る
。

岩
頸
と
は
火
山
に
於
け
る
噴
出
孔
充
填
し
た
る
円
壔
状
の
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火
成
岩
塊
に
し
て
、
時
に
は
粗
鬆
な
る
岩
塊
の
集
積
す
る

も
の
な
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、通
常
緻
密
な
る
岩
塊
を
な
し
、

為
に
浸
蝕
作
用
に
後
れ
て
突
兀
た
る
奇
景
を
形
成
す
る
こ

と
多
く
、
径
数
百
米
乃
至
千
米
、
そ
の
平
面
図
は
多
く
は

円
形
又
は
楕
円
形
を
呈
し
、
火
山
噴
出
物
を
伴
ふ
に
よ
り

て
岩
株
と
区
別
す
べ
し
。

図
３（
第
五
図
）は
、
岩
頸
の
成
り
立
ち
を
図
示
し
た
も
の

で
、
加
藤
碵
一
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
地

質
学
者
ゲ
ー
キ
ー（A

rchibaldGeikie
）の『T

ext-Bookof
Geology

』（1903

）
第
Ⅳ
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
第
六
図
は
、

日
本
に
お
け
る
頸
岩
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
仙
台

の
太
白
山
で
あ
る
。
佐
藤
伝
蔵
の
書
で
は
、「
本
邦
に
於
け
る

此
の
種
の
例
は
未
だ
多
く
研
究
せ
ら
れ
ず
、
唯
仙
台
の
西
郊
に
於

い
て
第
三
紀
の
凝
灰
岩
を
伴
ひ
て
孤
峯
高
く
聳
ゆ
る
を
以
て
著

し
き
太
白
山
は
、
蓋
し
こ
の
種
の
火
成
岩
塊
に
属
す
べ
し
と
称
せ

ら
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
岩
頸
の
例
が

あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
南
昌
山
を
は

じ
め
と
す
る「
岩
頸
列
」の
山
々
を
賢
治
が
岩
頸
と
呼
ん
だ
の
は
、

賢
治
自
身
の
発
見
に
よ
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宮
沢
賢
治
の
岩
頸
の
最
初
の
使
用
例
が
大
正
五
年
で
あ
る
こ

と
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、大
正
十
二
年
刊
行
の
『
岩
石
地
質
学
』

か
ら
の
影
響
と
い
う
よ
り
は
、『
岩
石
地
質
学
』
が
引
用
し
て

い
る
ゲ
ー
キ
ー
の
『T

ext-BookofGeology

』
で
直
接
岩
頸

に
つ
い
て
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
盛

岡
高
等
農
林
の
図
書
館
に
『T

ext-BookofGeology

』
は
所

蔵
さ
れ
て
い
た
。
宮
沢
賢
治
が
仙
台
の
太
白
山
が
岩
頸
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
確
実
な
も

の
で
は
な
い
。『
岩
石
地
質
学
』
を
表
し
た
佐
藤
伝
蔵
に
は
、

多
く
の
版
を
重
ね
た
『
地
質
学
』（
初
版
明
治
31
・
11
）
が
あ

る
が
、
岩
頸
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

明
治
三
三
年
に
伊
木
常
誠
に
よ
り
岩
頸
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

太
白
山
（
図
５
）
だ
が
、
山
容
が
極
め
て
南
昌
山
（
図
６
）
と

似
て
お
り
興
味
深
い
。
ま
た
、「
第
三
紀
の
凝
灰
岩
を
伴
ひ
て

孤
峯
高
く
聳
ゆ
る
」
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
太
白
山
と
南
昌

山
は
共
通
し
て
い
る
。
太
白
山
は
新
第
三
紀
の
茂
庭
層
、
旗
立

層
、
綱
木
層
と
い
っ
た
凝
灰
岩
層
に
安
山
岩
質
マ
グ
マ
が
貫
入

し
た
結
果
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
南
昌
山
は
同
じ
く
新
第
三
紀

の
凝
灰
岩
層
で
あ
る
男
助
部
層
、矢
櫃
層
に
流
紋
岩
質
（
後
述
）

の
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
登
っ
て
み
る
と
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両
山
と
も
中
腹
ま
で
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
新
第
三
紀
の
凝
灰

岩
が
確
認
さ
れ
、
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
新
第
三
紀
の
凝
灰
岩
層

内
で
固
化
し
た
こ
と
の
証
拠
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

太
白
山
の
薄
片
（
図
７
）
の
偏
光
顕
微
鏡
下
の
観
察
結
果
を

以
下
に
記
す
。
薄
片
の
作
成
並
び
に
鏡
下
観
察
は
、（
有
）
考

古
石
材
研
究
所
の
柴
田
徹
氏
に
依
頼
し
た
。

　

斑
晶
鉱
物
と
し
て
は
斜
長
石
（
微
斑
晶
：
小
さ
な
斑
晶
）

の
み
で
あ
り
、
輝
石
は
認
め
ら
れ
な
い
。
石
基
部
分
は
長

柱
状
の
斜
長
石
で
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス

部
分
は
極
め
て
狭
い
か
認
め
ら
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
は

火
山
岩
の
組
織
と
言
え
る
が
、
石
基
部
分
が
完
晶
質
に
近

い
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
火
山
岩
に
比
べ
冷

却
速
度
は
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
色
の
着
い

た
粒
子
は
輝
石
か
ら
変
質
し
た
緑
泥
石
で
あ
る
。

南
昌
山
の
薄
片
観
察
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
に
記
す
。
太
白

山
の
安
山
岩
は
水
平
方
向
の
節
理
（
図
８
）
を
示
し
て
お
り
、

垂
直
方
向
か
ら
の
冷
却
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
水
平
方
向
の
節
理
は
、
登
山
者
に
と
っ
て
階
段

状
に
な
る
の
で
歩
く
に
は
都
合
が
よ
い
。
水
平
方
向
の
節
理
に

加
え
、
長
い
年
月
の
間
に
垂
直
方
向
の
ヒ
ビ
も
形
成
さ
れ
、
サ

イ
コ
ロ
状
の
方
形
に
割
れ
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な

観
察
を
記
す
の
は
、
毒
ヶ
森
に
登
っ
た
時
の
経
験
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
か
ら
だ
。
毒
ヶ
森
も
安
山
岩
の
マ
グ
マ
（
後
述
）
が
新

第
三
紀
の
凝
灰
岩
層
に
貫
入
し
た
も
の
だ
が
、
山
容
が
似
て
い

る
の
み
で
な
く
、
ま
さ
に
サ
イ
コ
ロ
状
の
方
形
に
割
れ
て
い
る

岩
塊
が
点
在
し
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
南
昌
山
で
は

水
平
方
向
の
節
理
は
特
に
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

二
│
三　

全
岩
化
学
組
成
分
析

宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」
と
し
て
記
し
た
山
で
あ
る
箱
ヶ
森
、

毒
ヶ
森
、
南
昌
山
、
東
根
山
の
四
山
に
、
赤
林
山
、
ノ
ロ
キ
山
、

薬
師
岳
の
三
山
を
加
え
た
七
山
を
調
査
対
象
と
し
た
。
賢
治
が

「
椀
コ
」
と
記
し
た
在
所
不
明
の
一
山
は
、
北
端
の
箱
ヶ
森
と

南
端
の
東
根
山
の
間
の
ど
こ
か
に
在
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

調
査
範
囲
と
し
て
は
「
岩
頸
列
」
全
体
を
ほ
ぼ
押
さ
え
て
い
る

と
判
断
で
き
る
。

以
下
は
、
七
山
の
各
山
頂
か
ら
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
を
対
象
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火
成
岩
塊
に
し
て
、
時
に
は
粗
鬆
な
る
岩
塊
の
集
積
す
る

も
の
な
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、通
常
緻
密
な
る
岩
塊
を
な
し
、

為
に
浸
蝕
作
用
に
後
れ
て
突
兀
た
る
奇
景
を
形
成
す
る
こ

と
多
く
、
径
数
百
米
乃
至
千
米
、
そ
の
平
面
図
は
多
く
は

円
形
又
は
楕
円
形
を
呈
し
、
火
山
噴
出
物
を
伴
ふ
に
よ
り

て
岩
株
と
区
別
す
べ
し
。

図
３（
第
五
図
）は
、
岩
頸
の
成
り
立
ち
を
図
示
し
た
も
の

で
、
加
藤
碵
一
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
地

質
学
者
ゲ
ー
キ
ー（A

rchibaldGeikie

）の『T
ext-Bookof

Geology

』（1903

）
第
Ⅳ
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
第
六
図
は
、

日
本
に
お
け
る
頸
岩
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
仙
台

の
太
白
山
で
あ
る
。
佐
藤
伝
蔵
の
書
で
は
、「
本
邦
に
於
け
る

此
の
種
の
例
は
未
だ
多
く
研
究
せ
ら
れ
ず
、
唯
仙
台
の
西
郊
に
於

い
て
第
三
紀
の
凝
灰
岩
を
伴
ひ
て
孤
峯
高
く
聳
ゆ
る
を
以
て
著

し
き
太
白
山
は
、
蓋
し
こ
の
種
の
火
成
岩
塊
に
属
す
べ
し
と
称
せ

ら
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
岩
頸
の
例
が

あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
南
昌
山
を
は

じ
め
と
す
る「
岩
頸
列
」の
山
々
を
賢
治
が
岩
頸
と
呼
ん
だ
の
は
、

賢
治
自
身
の
発
見
に
よ
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宮
沢
賢
治
の
岩
頸
の
最
初
の
使
用
例
が
大
正
五
年
で
あ
る
こ

と
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、大
正
十
二
年
刊
行
の
『
岩
石
地
質
学
』

か
ら
の
影
響
と
い
う
よ
り
は
、『
岩
石
地
質
学
』
が
引
用
し
て

い
る
ゲ
ー
キ
ー
の
『T

ext-BookofGeology

』
で
直
接
岩
頸

に
つ
い
て
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
盛

岡
高
等
農
林
の
図
書
館
に
『T

ext-BookofGeology

』
は
所

蔵
さ
れ
て
い
た
。
宮
沢
賢
治
が
仙
台
の
太
白
山
が
岩
頸
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
確
実
な
も

の
で
は
な
い
。『
岩
石
地
質
学
』
を
表
し
た
佐
藤
伝
蔵
に
は
、

多
く
の
版
を
重
ね
た
『
地
質
学
』（
初
版
明
治
31
・
11
）
が
あ

る
が
、
岩
頸
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

明
治
三
三
年
に
伊
木
常
誠
に
よ
り
岩
頸
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

太
白
山
（
図
５
）
だ
が
、
山
容
が
極
め
て
南
昌
山
（
図
６
）
と

似
て
お
り
興
味
深
い
。
ま
た
、「
第
三
紀
の
凝
灰
岩
を
伴
ひ
て

孤
峯
高
く
聳
ゆ
る
」
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
太
白
山
と
南
昌

山
は
共
通
し
て
い
る
。
太
白
山
は
新
第
三
紀
の
茂
庭
層
、
旗
立

層
、
綱
木
層
と
い
っ
た
凝
灰
岩
層
に
安
山
岩
質
マ
グ
マ
が
貫
入

し
た
結
果
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
南
昌
山
は
同
じ
く
新
第
三
紀

の
凝
灰
岩
層
で
あ
る
男
助
部
層
、矢
櫃
層
に
流
紋
岩
質
（
後
述
）

の
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
登
っ
て
み
る
と
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両
山
と
も
中
腹
ま
で
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
新
第
三
紀
の
凝
灰

岩
が
確
認
さ
れ
、
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
新
第
三
紀
の
凝
灰
岩
層

内
で
固
化
し
た
こ
と
の
証
拠
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

太
白
山
の
薄
片
（
図
７
）
の
偏
光
顕
微
鏡
下
の
観
察
結
果
を

以
下
に
記
す
。
薄
片
の
作
成
並
び
に
鏡
下
観
察
は
、（
有
）
考

古
石
材
研
究
所
の
柴
田
徹
氏
に
依
頼
し
た
。

　

斑
晶
鉱
物
と
し
て
は
斜
長
石
（
微
斑
晶
：
小
さ
な
斑
晶
）

の
み
で
あ
り
、
輝
石
は
認
め
ら
れ
な
い
。
石
基
部
分
は
長

柱
状
の
斜
長
石
で
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス

部
分
は
極
め
て
狭
い
か
認
め
ら
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
は

火
山
岩
の
組
織
と
言
え
る
が
、
石
基
部
分
が
完
晶
質
に
近

い
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
火
山
岩
に
比
べ
冷

却
速
度
は
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
色
の
着
い

た
粒
子
は
輝
石
か
ら
変
質
し
た
緑
泥
石
で
あ
る
。

南
昌
山
の
薄
片
観
察
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
に
記
す
。
太
白

山
の
安
山
岩
は
水
平
方
向
の
節
理
（
図
８
）
を
示
し
て
お
り
、

垂
直
方
向
か
ら
の
冷
却
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
水
平
方
向
の
節
理
は
、
登
山
者
に
と
っ
て
階
段

状
に
な
る
の
で
歩
く
に
は
都
合
が
よ
い
。
水
平
方
向
の
節
理
に

加
え
、
長
い
年
月
の
間
に
垂
直
方
向
の
ヒ
ビ
も
形
成
さ
れ
、
サ

イ
コ
ロ
状
の
方
形
に
割
れ
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な

観
察
を
記
す
の
は
、
毒
ヶ
森
に
登
っ
た
時
の
経
験
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
か
ら
だ
。
毒
ヶ
森
も
安
山
岩
の
マ
グ
マ
（
後
述
）
が
新

第
三
紀
の
凝
灰
岩
層
に
貫
入
し
た
も
の
だ
が
、
山
容
が
似
て
い

る
の
み
で
な
く
、
ま
さ
に
サ
イ
コ
ロ
状
の
方
形
に
割
れ
て
い
る

岩
塊
が
点
在
し
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
南
昌
山
で
は

水
平
方
向
の
節
理
は
特
に
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

二
│
三　

全
岩
化
学
組
成
分
析

宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」
と
し
て
記
し
た
山
で
あ
る
箱
ヶ
森
、

毒
ヶ
森
、
南
昌
山
、
東
根
山
の
四
山
に
、
赤
林
山
、
ノ
ロ
キ
山
、

薬
師
岳
の
三
山
を
加
え
た
七
山
を
調
査
対
象
と
し
た
。
賢
治
が

「
椀
コ
」
と
記
し
た
在
所
不
明
の
一
山
は
、
北
端
の
箱
ヶ
森
と

南
端
の
東
根
山
の
間
の
ど
こ
か
に
在
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

調
査
範
囲
と
し
て
は
「
岩
頸
列
」
全
体
を
ほ
ぼ
押
さ
え
て
い
る

と
判
断
で
き
る
。

以
下
は
、
七
山
の
各
山
頂
か
ら
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
を
対
象



–79–

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（8）

に
、
全
岩
化
学
組
成
分
析
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
（
表
１
）。

サ
ン
プ
ル
の
分
析
は
（
株
）
蒜
山
地
質
年
代
学
研
究
所
に
依
頼

し
た
。
Ｘ
Ｒ
Ｆ
分
析
と
は
蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
こ
と
で
あ
る
。

北
側
の
四
山
、箱
ヶ
森
・
赤
林
山
・
毒
ヶ
森
・
ノ
ロ
キ
山
グ
ル
ー

プ
は
、SiO

2
の
重
量
％
が
共
通
し
て
安
山
岩
か
ら
デ
イ
サ
イ

ト
に
か
か
る
中
間
領
域
に
分
布
し
、
お
お
よ
そ
同
系
統
の
岩
種

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
南
側
の
三
山
、
薬

師
岳
・
南
昌
山
・
東
根
山
グ
ル
ー
プ
は
、SiO

2

の
重
量
％
が

ほ
ぼ
流
紋
岩
の
領
域
で
共
通
し
て
お
り
、
南
北
に
明
確
に
区
別

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。Fe

2 O
3

、M
nO

、M
gO

、CaO

な
ど
の
重
量
％
も
そ
れ
ぞ
れ
、
都
城
秋
穂
・
久
城
育
夫
『
岩
石

学
Ⅱ
』（
共
立
出
版
、1975

・6

）
に
お
け
る
安
山
岩
、
流
紋
岩

の
平
均
的
な
化
学
組
成
の
傾
向
に
一
致
し
て
い
る
。

北
の
四
山
と
南
の
三
山
と
の
境
に
あ
り
隣
り
あ
わ
せ
と
な
る

ノ
ロ
キ
山
と
薬
師
岳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
山
を
成
す
と
い
っ
た
感

じ
で
は
な
く
、
尾
根
伝
い
の
ピ
ー
ク
と
い
う
姿
で
あ
る
。
縦
走

登
山
ル
ー
ト
に
連
続
し
て
並
ん
で
い
る
の
で
、肉
眼
観
察
で
は
、

両
ピ
ー
ク
の
間
に
岩
種
の
境
界
が
存
在
す
る
こ
と
は
予
想
し
難

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

表 1　XRF分析による火山岩の全岩化学組成．

試料名
箱ヶ森 赤林山 毒ヶ森 ノロキ山 薬師 南昌山 東根山
866m
山頂

855m
山頂

782m
山頂

742m
山頂

771ｍ
山頂

848ｍ
山頂付近

928ｍ
山頂

SiO2(wt.%) 62.81 64.15 63.58 63.15 70.29 72.29 69.29 

TiO2 0.61 0.58 0.58 0.58 0.45 0.43 0.40 

Al2O3 16.42 15.35 15.39 15.54 14.42 15.71 14.45 

Fe2O3 7.40 7.70 6.93 7.86 5.87 4.53 4.10 

MnO 0.14 0.13 0.10 0.14 0.09 0.08 0.10 

MgO 2.71 2.61 2.19 2.26 1.01 0.93 0.93 

CaO 6.07 5.82 5.65 5.73 3.70 2.46 3.59 

Na2O 2.95 2.28 3.05 3.07 2.50 2.16 4.08 

K2O 1.36 1.33 1.36 1.28 1.69 1.83 2.20 

P2O5 0.11 0.08 0.12 0.11 0.06 0.04 0.06 

Total 100.58 100.04 98.96 99.72 100.09 100.45 99.21 

灼熱減量 1.24 2.07 2.46 0.93 1.14 4.27 1.23 
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二
│
四　

絶
対
年
代
測
定

岩
石
の
種
類
が
同
じ
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
同
起
源
の
マ
グ
マ
か

ら
な
る
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら

な
い
。
岩
石
の
絶
対
年
代
を
調
べ

る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
重
要
な

情
報
と
な
る
。
絶
対
年
代
の
測
定

も
（
株
）
蒜
山
絶
対
年
代
研
究
所

に
依
頼
し
た
（
表
２
）。K

-
A
r

年
代
測
定
法
を
用
い
て
い
る
。
単

位
は
百
万
年
で
あ
る
。

絶
対
年
代
の
古
い
順
に
、
誤
差

値
を
考
慮
し
て
表
に
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
（
表
３
）。

赤
林
山
の
絶
対
年
代
の
誤
差

値
が
九
四
万
年
と
幅
が
あ
る
た

め
、
明
確
な
区
分
を
提
示
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
中
間
値
を

用
い
て
考
え
た
場
合
、
お
お
よ

そ
三
段
階
の
マ
グ
マ
の
貫
入
時

表 2

試料名
箱ヶ森 赤林山 毒ヶ森 ノロキ山 薬師 南昌山 東根山
866m
山頂

855m
山頂

782m
山頂

742m
山頂

771ｍ
山頂

848ｍ
山頂付近

928ｍ
山頂

K-Ar結果
4.23 ± 3.66 ± 4.49 ± 3.74 ± 4.61 ± 4.39 ± 5.62 ±
0.38 0.47 0.21 0.14 0.19 0.17 0.19

表 3　（縦軸の単位は万年）

K-Ar 結果　誤差値
7.00

6.00

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

0.00
東根山 南昌山 薬師 毒ヶ森 箱ヶ森 赤林山 ノロキ山

最大値 最大値
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を
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で
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。
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で
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で
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箱ヶ森 赤林山 毒ヶ森 ノロキ山 薬師 南昌山 東根山
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855m
山頂

782m
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SiO2(wt.%) 62.81 64.15 63.58 63.15 70.29 72.29 69.29 

TiO2 0.61 0.58 0.58 0.58 0.45 0.43 0.40 
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Fe2O3 7.40 7.70 6.93 7.86 5.87 4.53 4.10 
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CaO 6.07 5.82 5.65 5.73 3.70 2.46 3.59 

Na2O 2.95 2.28 3.05 3.07 2.50 2.16 4.08 

K2O 1.36 1.33 1.36 1.28 1.69 1.83 2.20 
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な
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を
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こ
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は
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な
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に
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（
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て
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る
。
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位
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万
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で
あ
る
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対
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代
の
古
い
順
に
、
誤
差

値
を
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て
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に
す
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と
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に
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（
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宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（10）

期
を
区
分
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
、
約
五
六
〇
万
年
前
頃

に
東
根
山
の
マ
グ
マ
の
貫
入
が
あ
り
、
そ
の
後
四
二
〇
万
年
〜

四
六
〇
万
年
前
こ
ろ
に
毒
ヶ
森
、
薬
師
岳
、
南
昌
山
、
箱
ヶ
森

の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
、
少
し
遅
れ
て
三
七
〇
万
年
前
頃
に
ノ

ロ
キ
山
、
赤
林
山
の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
と
し
て
想
定
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
区
分
は
、
誤
差
範
囲
内
に
収
ま

る
も
の
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
だ
け
で
、
同
一
の
マ
グ
マ
起
源
と

い
う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
薬
師
岳
と
南
昌
山
は
岩
石
の
化
学
組
成
成
分
が
ほ
ぼ

同
じ
で
、
絶
対
年
代
（
誤
差
を
含
む
）
も
ほ
ぼ
重
な
る
た
め
、

同
一
起
源
の
マ
グ
マ
と
言
え
る
よ
う
だ
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、

（
株
）
蒜
山
地
質
年
代
学
研
究
所
の
八
木
公
史
氏
の
ご
教
示
を

受
け
て
い
る
。山
容
と
し
て
は
南
昌
山
が
独
立
し
た
山
に
見
え
、

薬
師
岳
は
南
昌
山
に
連
続
し
た
付
属
的
な
小
さ
な
山
で
あ
る
。

同
じ
マ
グ
マ
溜
ま
り
か
ら
の
異
な
る
噴
出
口
に
形
成
さ
れ
た
山

と
推
定
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
が
確
認
は
で
き
な
い
。
山
の
大

小
や
位
置
関
係
か
ら
推
定
し
て
、
南
昌
山
の
位
置
に
大
き
な
火

山
本
体
が
あ
り
、
薬
師
岳
は
そ
の
側
火
山
と
い
う
解
釈
も
成
り

立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

拙
稿
「
宮
沢
賢
治
作
品
に
お
け
る
岩
頸
表
象
（
一
）―
作
品

「
沼
森
」
の
地
学
的
考
察
―
」（
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
35
巻
１

号
）
で
考
察
し
た
、
岩
手
山
麓
に
見
ら
れ
る
石
ヶ
森
、
沼
森
、

大
森
な
ど
の
石
英
安
山
岩
、
安
山
岩
の
貫
入
時
期
が
、
お
お
よ

そ
二
四
〇
万
年
〜
三
四
〇
万
年
前
な
の
で
、
ノ
ロ
キ
山
、
赤
林

山
の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
と
重
な
る
可
能
性
は
残
さ
れ
る
に
し

て
も
、
東
根
山
、
南
昌
山
、
薬
師
岳
な
ど
の
よ
う
な
流
紋
岩
系

の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
は
そ
れ
ら
よ
り
古
い
時
期
と
し
て
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」
と
し
記
し
た
山
々
は
、
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
同
一
期
の
、
同
一
種
の
マ
グ
マ

が
貫
入
し
て
で
き
た
山
々
で
は
な
い
が
、
新
生
代
新
第
三
紀
中

新
世
の
凝
灰
岩
層
に
新
生
代
新
第
三
紀
鮮
新
世
（
二
五
八
万
年

〜
五
三
三
万
年
前
）
の
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
結
果
の
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。
た
だ
、
東
根
山
の
マ
グ
マ
は
一
つ
古
い
新
生
代
新

第
三
紀
中
新
世
（
五
三
三
万
年
〜
二
三
〇
三
万
年
前
）
の
末
に

当
た
る
こ
と
に
な
る
。　

二
│
五　

薄
片
の
作
成
と
偏
光
顕
微
鏡
下
で
の
観
察
結
果

こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
宮
沢
賢

治
が
「
岩
頸
列
」
と
し
て
記
し
た
山
々
は
、
新
第
三
紀
中
新
世
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に
堆
積
し
た
凝
灰
岩
層
へ
、
新
第
三
紀
鮮
新
世
に
マ
グ
マ
が
貫

入
し
た
結
果
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
こ
の
段

階
で
は
ま
だ
、
そ
の
貫
入
岩
を
岩
頸
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
岩
頸
と
は
、
火
山
の
噴
火
活
動
が
終

了
し
た
後
、
マ
グ
マ
の
通
り
道
で
あ
っ
た
火
道
に
残
っ
た
溶
岩

が
固
ま
り
、
硬
い
芯
が
火
山
体
の
中
に
作
ら
れ
、
火
山
体
の
柔

ら
か
な
部
分
が
雨
や
水
の
流
れ
で
削
り
去
ら
れ
た
結
果
地
表
に

顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
硬
い
芯
を
言
う
。
岩
頸
に
似
た
形
の

火
山
地
形
に
貫
入
し
た
マ
グ
マ
が
地
上
に
噴
出
し
、
そ
れ
が
冷

却
、
固
化
し
た
溶
岩
円
頂
丘
（
宮
沢
賢
治
の
時
代
に
は
岩
鐘
と

言
っ
た
）が
あ
り
、岩
頸
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。詩「
雲

の
信
号
」
に
は
「
岩
頸
だ
つ
て
岩
鐘
だ
つ
て
／
み
ん
な
時
間
の

な
い
こ
ろ
の
ゆ
め
を
み
て
ゐ
る
の
だ
」
と
あ
り
、
宮
沢
賢
治
自

身
、
岩
頸
と
岩
鐘
を
明
確
に
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

溶
岩
円
頂
丘
の
場
合
は
地
表
に
噴
出
し
た
た
め
急
速
に
冷
却

し
固
結
し
た
火
山
岩
で
あ
る
の
に
対
し
、
岩
頸
の
場
合
は
地
中

に
あ
っ
た
こ
と
と
あ
る
程
度
の
太
さ
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
比

較
的
ゆ
っ
く
り
と
冷
却
し
半
深
成
岩
で
あ
る
事
が
多
い
。

火
山
岩
の
場
合
地
上
に
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
比
較
的
早
く
冷

却
す
る
こ
と
に
よ
り
、斑
晶
と
石
基
が
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
、

さ
ら
に
石
基
部
分
は
細
粒
の
結
晶
や
ガ
ラ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
冷
却
速
度
が
非
常
に
速
い
場
合
、
結
晶
は
形
成

さ
れ
ず
石
基
部
分
は
完
全
な
ガ
ラ
ス
質
と
な
る
。
黒
曜
石
が
そ

の
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
深
成
岩
は
地
下
深
く
で
ゆ
っ
く

り
と
冷
却
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
粗
粒
の
結
晶
の
集
合
体
と
な

る
。
石
基
部
分
の
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
半
深
成
岩
場
合
、

マ
グ
マ
の
冷
却
速
度
は
火
山
岩
と
深
成
岩
と
の
間
に
あ
る
と
さ

れ
、
斑
晶
と
石
基
が
区
別
さ
れ
る
が
、
石
基
部
分
が
微
細
な
結

晶
か
ら
な
り
、
ガ
ラ
ス
部
分
を
全
く
含
ん
で
い
な
い
と
い
う
特

徴
が
生
じ
る
。
半
深
成
岩
の
場
合
、
岩
石
の
種
類
と
し
て
は
斑

岩
、
ヒ
ン
岩
、
ド
レ
ラ
イ
ト
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
珪
長
質

岩
（
酸
性
岩
）、
中
性
岩
（
中
性
岩
）、
苦
鉄
質
岩
（
塩
基
性
岩
）

に
対
応
し
て
い
る
。

【
A
】
赤
林
山
（
薄
片
：
図
A　

）

赤
林
山
（855m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
斜
長
石
と
単
斜
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石
基
は
斜

長
石
等
の
細
粒
鉱
物
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
ま
た
、
変
質
に
よ
る
緑
泥
石
も
確
認
で
き
る
。SiO

2 

含
有
率
は64.15

重
量
％
で
あ
り
、
安
山
岩
と
の
境
界
に
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期
を
区
分
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
、
約
五
六
〇
万
年
前
頃

に
東
根
山
の
マ
グ
マ
の
貫
入
が
あ
り
、
そ
の
後
四
二
〇
万
年
〜

四
六
〇
万
年
前
こ
ろ
に
毒
ヶ
森
、
薬
師
岳
、
南
昌
山
、
箱
ヶ
森

の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
、
少
し
遅
れ
て
三
七
〇
万
年
前
頃
に
ノ

ロ
キ
山
、
赤
林
山
の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
と
し
て
想
定
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
区
分
は
、
誤
差
範
囲
内
に
収
ま

る
も
の
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
だ
け
で
、
同
一
の
マ
グ
マ
起
源
と

い
う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
薬
師
岳
と
南
昌
山
は
岩
石
の
化
学
組
成
成
分
が
ほ
ぼ

同
じ
で
、
絶
対
年
代
（
誤
差
を
含
む
）
も
ほ
ぼ
重
な
る
た
め
、

同
一
起
源
の
マ
グ
マ
と
言
え
る
よ
う
だ
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、

（
株
）
蒜
山
地
質
年
代
学
研
究
所
の
八
木
公
史
氏
の
ご
教
示
を

受
け
て
い
る
。山
容
と
し
て
は
南
昌
山
が
独
立
し
た
山
に
見
え
、

薬
師
岳
は
南
昌
山
に
連
続
し
た
付
属
的
な
小
さ
な
山
で
あ
る
。

同
じ
マ
グ
マ
溜
ま
り
か
ら
の
異
な
る
噴
出
口
に
形
成
さ
れ
た
山

と
推
定
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
が
確
認
は
で
き
な
い
。
山
の
大

小
や
位
置
関
係
か
ら
推
定
し
て
、
南
昌
山
の
位
置
に
大
き
な
火

山
本
体
が
あ
り
、
薬
師
岳
は
そ
の
側
火
山
と
い
う
解
釈
も
成
り

立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

拙
稿
「
宮
沢
賢
治
作
品
に
お
け
る
岩
頸
表
象
（
一
）―
作
品

「
沼
森
」
の
地
学
的
考
察
―
」（
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
35
巻
１

号
）
で
考
察
し
た
、
岩
手
山
麓
に
見
ら
れ
る
石
ヶ
森
、
沼
森
、

大
森
な
ど
の
石
英
安
山
岩
、
安
山
岩
の
貫
入
時
期
が
、
お
お
よ

そ
二
四
〇
万
年
〜
三
四
〇
万
年
前
な
の
で
、
ノ
ロ
キ
山
、
赤
林

山
の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
と
重
な
る
可
能
性
は
残
さ
れ
る
に
し

て
も
、
東
根
山
、
南
昌
山
、
薬
師
岳
な
ど
の
よ
う
な
流
紋
岩
系

の
マ
グ
マ
の
貫
入
時
期
は
そ
れ
ら
よ
り
古
い
時
期
と
し
て
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」
と
し
記
し
た
山
々
は
、
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
同
一
期
の
、
同
一
種
の
マ
グ
マ

が
貫
入
し
て
で
き
た
山
々
で
は
な
い
が
、
新
生
代
新
第
三
紀
中

新
世
の
凝
灰
岩
層
に
新
生
代
新
第
三
紀
鮮
新
世
（
二
五
八
万
年

〜
五
三
三
万
年
前
）
の
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
結
果
の
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。
た
だ
、
東
根
山
の
マ
グ
マ
は
一
つ
古
い
新
生
代
新

第
三
紀
中
新
世
（
五
三
三
万
年
〜
二
三
〇
三
万
年
前
）
の
末
に

当
た
る
こ
と
に
な
る
。　

二
│
五　

薄
片
の
作
成
と
偏
光
顕
微
鏡
下
で
の
観
察
結
果

こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
宮
沢
賢

治
が
「
岩
頸
列
」
と
し
て
記
し
た
山
々
は
、
新
第
三
紀
中
新
世
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に
堆
積
し
た
凝
灰
岩
層
へ
、
新
第
三
紀
鮮
新
世
に
マ
グ
マ
が
貫

入
し
た
結
果
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
こ
の
段

階
で
は
ま
だ
、
そ
の
貫
入
岩
を
岩
頸
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
岩
頸
と
は
、
火
山
の
噴
火
活
動
が
終

了
し
た
後
、
マ
グ
マ
の
通
り
道
で
あ
っ
た
火
道
に
残
っ
た
溶
岩

が
固
ま
り
、
硬
い
芯
が
火
山
体
の
中
に
作
ら
れ
、
火
山
体
の
柔

ら
か
な
部
分
が
雨
や
水
の
流
れ
で
削
り
去
ら
れ
た
結
果
地
表
に

顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
硬
い
芯
を
言
う
。
岩
頸
に
似
た
形
の

火
山
地
形
に
貫
入
し
た
マ
グ
マ
が
地
上
に
噴
出
し
、
そ
れ
が
冷

却
、
固
化
し
た
溶
岩
円
頂
丘
（
宮
沢
賢
治
の
時
代
に
は
岩
鐘
と

言
っ
た
）が
あ
り
、岩
頸
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。詩「
雲

の
信
号
」
に
は
「
岩
頸
だ
つ
て
岩
鐘
だ
つ
て
／
み
ん
な
時
間
の

な
い
こ
ろ
の
ゆ
め
を
み
て
ゐ
る
の
だ
」
と
あ
り
、
宮
沢
賢
治
自

身
、
岩
頸
と
岩
鐘
を
明
確
に
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

溶
岩
円
頂
丘
の
場
合
は
地
表
に
噴
出
し
た
た
め
急
速
に
冷
却

し
固
結
し
た
火
山
岩
で
あ
る
の
に
対
し
、
岩
頸
の
場
合
は
地
中

に
あ
っ
た
こ
と
と
あ
る
程
度
の
太
さ
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
比

較
的
ゆ
っ
く
り
と
冷
却
し
半
深
成
岩
で
あ
る
事
が
多
い
。

火
山
岩
の
場
合
地
上
に
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
比
較
的
早
く
冷

却
す
る
こ
と
に
よ
り
、斑
晶
と
石
基
が
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
、

さ
ら
に
石
基
部
分
は
細
粒
の
結
晶
や
ガ
ラ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
冷
却
速
度
が
非
常
に
速
い
場
合
、
結
晶
は
形
成

さ
れ
ず
石
基
部
分
は
完
全
な
ガ
ラ
ス
質
と
な
る
。
黒
曜
石
が
そ

の
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
深
成
岩
は
地
下
深
く
で
ゆ
っ
く

り
と
冷
却
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
粗
粒
の
結
晶
の
集
合
体
と
な

る
。
石
基
部
分
の
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
半
深
成
岩
場
合
、

マ
グ
マ
の
冷
却
速
度
は
火
山
岩
と
深
成
岩
と
の
間
に
あ
る
と
さ

れ
、
斑
晶
と
石
基
が
区
別
さ
れ
る
が
、
石
基
部
分
が
微
細
な
結

晶
か
ら
な
り
、
ガ
ラ
ス
部
分
を
全
く
含
ん
で
い
な
い
と
い
う
特

徴
が
生
じ
る
。
半
深
成
岩
の
場
合
、
岩
石
の
種
類
と
し
て
は
斑

岩
、
ヒ
ン
岩
、
ド
レ
ラ
イ
ト
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
珪
長
質

岩
（
酸
性
岩
）、
中
性
岩
（
中
性
岩
）、
苦
鉄
質
岩
（
塩
基
性
岩
）

に
対
応
し
て
い
る
。

【
A
】
赤
林
山
（
薄
片
：
図
A　

）

赤
林
山
（855m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
斜
長
石
と
単
斜
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石
基
は
斜

長
石
等
の
細
粒
鉱
物
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
ま
た
、
変
質
に
よ
る
緑
泥
石
も
確
認
で
き
る
。SiO

2 
含
有
率
は64.15

重
量
％
で
あ
り
、
安
山
岩
と
の
境
界
に
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近
い
デ
イ
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ
る
。

【
B
】
箱
ヶ
森

箱
ヶ
森
（866m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
石
英
、
斜
長
石
、
単
斜
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石

基
は
細
粒
の
斜
長
石
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
。SiO

2

含
有
率
は62.81

重
量
％
で
あ
り
、
安
山
岩
と

の
境
界
付
近
の
デ
イ
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ

る
。

【
C
】

毒
ヶ
森

毒
ヶ
森
（782m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
斜
長
石
、
斜
方
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石
基
は
細

粒
の
斜
長
石
や
輝
石
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
。SiO

2

含
有
率
は63.58

重
量
％
で
あ
り
、
安
山
岩
と

の
境
界
付
近
の
デ
イ
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ

る
。

【
D
】
ノ
ロ
キ
山

ノ
ロ
キ
山
（742m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶

鉱
物
と
し
て
石
英
と
斜
長
石
が
認
め
ら
れ
、
石
基
は
細
粒

の
輝
石
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
な
る
。
斑
晶
と
し
て
の

輝
石
は
少
な
い
が
石
基
に
は
粒
状
の
輝
石
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
周
縁
部
が
溶
融
し
た
大
き
な
石
英
斑
晶
が
多
く
認

め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
捕
獲
結
晶
と
推
定
さ
れ
る
。SiO

2

含
有
率
は63.15

重
量
％
で
あ
り
、
化
学
組
成
か
ら
は
安

山
岩
と
の
境
界
付
近
の
デ
イ
サ
イ
ト
で
あ
る
が
、
多
く
存

在
す
る
捕
獲
結
晶
で
あ
る
石
英
の
影
響
でSiO

2

含
有
率

が
高
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
、
石
英
の
捕
獲
結
晶
を
含
む

安
山
岩
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ
る
。

【
E
】
薬
師
岳

薬
師
岳
（771m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
斜
長
石
と
、
周
縁
部
が
黒
雲
母
に
変
質
し
た
少

量
の
単
斜
輝
石
、
斜
方
輝
石
か
ら
な
り
、
捕
獲
結
晶
と
推

定
さ
れ
る
周
縁
部
が
溶
融
し
た
大
き
な
石
英
も
認
め
ら
れ

る
。
石
基
は
微
小
で
等
粒
状
の
燐
珪
石
、
斜
長
石
、
黒

雲
母
か
ら
な
り
ガ
ラ
ス
部
分
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

1–3m
m

の
ド
レ
ラ
イ
ト
捕
獲
岩
も
認
め
ら
れ
る
。
比
重

は2.56
で
あ
る
。SiO

2

含
有
率
は70.29

％
で
あ
り
、
比
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重
と
岩
石
組
織
か
ら
半
深
成
岩
で
あ
る
石
英
斑
岩
と
判
断

し
た
。

【
F
】
南
昌
山

南
昌
山
山
頂
付
近
は
大
き
な
岩
石
の
露
出
が
少
な
く
、
今

回
は
新
鮮
な
岩
石
を
観
察
で
き
た
標
高812

ｍ
地
点
か
ら

岩
石
試
料
を
採
集
し
た
。

当
試
料
の
斑
晶
鉱
物
は
斜
長
石
お
よ
び
石
英
の
大
き
な
結

晶
で
あ
り
、石
基
は
微
小
で
等
粒
状
の
燐
珪
石
か
ら
な
り
、

ガ
ラ
ス
部
分
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
有
色
鉱
物
の
変

質
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
緑
泥
石
が
全
体
に
み
ら
れ
る
。
比

重
は2.47

で
あ
る
。SiO

2

含
有
率
は72.29

％
で
あ
り
岩

石
組
織
か
ら
半
深
成
岩
で
あ
る
石
英
斑
岩
と
判
断
し
た
。

【
G
】
東
根
山

東
根
山
（928m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
石
英
、
斜
長
石
、
単
斜
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石

基
は
珪
長
岩
質
組
織
を
示
す
細
粒
鉱
物
集
合
体
か
ら
な

り
、
ガ
ラ
ス
部

分
は
認
め
ら
れ
な
い
。SiO

2 

含
有
率
は

69.29

重
量
％
と
火
山
岩
で
は
流
紋
岩
と
の
境
界
付
近
の

デ
イ
サ
イ
ト
領
域
で
あ
る
が
、
岩
石
組
織
か
ら
半
深
成
岩

で
あ
る
石
英
斑
岩
と

判
断
し
た
。

二
│
六　

岩
頸
と
い
え
る
か

岩
石
の
種
類
は
、
マ
グ
マ
の
種
類
と
冷
却
速
度
と
の
二
つ
の

要
素
か
ら
定
ま
る
が
、
冷
却
は
マ
グ
マ
が
地
層
接
触
面
と
ど
の

よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
か
で
速
度
が
異
な
る
た
め
、
岩
種
が

決
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
岩
頸
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
野
外
調
査
を
行
い
、
貫
入
さ
れ
る
岩
体

と
貫
入
す
る
マ
グ
マ
と
の
関
係
を
確
認
し
、
薄
片
の
観
察
結
果

と
照
ら
し
合
わ
せ
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
論
で
は
、
第
一
に
、
貫
入
マ
グ
マ
が
地
上
で
噴
出
し
た
も

の
か
、
脈
岩
と
し
て
地
中
で
固
化
し
し
た
も
の
か
を
判
断
す
る

た
め
、
被
貫
入
層
で
あ
る
新
第
三
紀
中
新
生
の
男
助
部
層
と
湯

口
層
が
、
岩
体
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
実
地
調
査

の
結
果
を
示
し
、
第
二
と
し
て
、
各
岩
体
（
山
頂
部
分
）
か
ら

サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、（
有
）
考
古
石
材
研
究
所
に
薄
片
の
作

成
と
偏
光
顕
微
鏡
下
で
の
観
察
を
依
頼
し
、
岩
種
の
決
定
を

行
っ
た
。
そ
の
二
つ
の
要
素
か
ら
、
宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」

で
記
し
た
山
々
を
岩
頸
と
呼
ん
で
よ
い
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
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近
い
デ
イ
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ
る
。

【
B
】
箱
ヶ
森

箱
ヶ
森
（866m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
石
英
、
斜
長
石
、
単
斜
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石

基
は
細
粒
の
斜
長
石
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
。SiO

2

含
有
率
は62.81

重
量
％
で
あ
り
、
安
山
岩
と

の
境
界
付
近
の
デ
イ
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ

る
。

【
C
】

毒
ヶ
森

毒
ヶ
森
（782m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
斜
長
石
、
斜
方
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石
基
は
細

粒
の
斜
長
石
や
輝
石
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

る
。SiO

2

含
有
率
は63.58

重
量
％
で
あ
り
、
安
山
岩
と

の
境
界
付
近
の
デ
イ
サ
イ
ト
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ

る
。

【
D
】
ノ
ロ
キ
山

ノ
ロ
キ
山
（742m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶

鉱
物
と
し
て
石
英
と
斜
長
石
が
認
め
ら
れ
、
石
基
は
細
粒

の
輝
石
お
よ
び
ガ
ラ
ス
部
分
か
ら
な
る
。
斑
晶
と
し
て
の

輝
石
は
少
な
い
が
石
基
に
は
粒
状
の
輝
石
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
周
縁
部
が
溶
融
し
た
大
き
な
石
英
斑
晶
が
多
く
認

め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
捕
獲
結
晶
と
推
定
さ
れ
る
。SiO

2

含
有
率
は63.15

重
量
％
で
あ
り
、
化
学
組
成
か
ら
は
安

山
岩
と
の
境
界
付
近
の
デ
イ
サ
イ
ト
で
あ
る
が
、
多
く
存

在
す
る
捕
獲
結
晶
で
あ
る
石
英
の
影
響
でSiO

2

含
有
率

が
高
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
、
石
英
の
捕
獲
結
晶
を
含
む

安
山
岩
と
判
断
し
た
。
火
山
岩
で
あ
る
。

【
E
】
薬
師
岳

薬
師
岳
（771m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
斜
長
石
と
、
周
縁
部
が
黒
雲
母
に
変
質
し
た
少

量
の
単
斜
輝
石
、
斜
方
輝
石
か
ら
な
り
、
捕
獲
結
晶
と
推

定
さ
れ
る
周
縁
部
が
溶
融
し
た
大
き
な
石
英
も
認
め
ら
れ

る
。
石
基
は
微
小
で
等
粒
状
の
燐
珪
石
、
斜
長
石
、
黒

雲
母
か
ら
な
り
ガ
ラ
ス
部
分
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

1–3m
m

の
ド
レ
ラ
イ
ト
捕
獲
岩
も
認
め
ら
れ
る
。
比
重

は2.56

で
あ
る
。SiO

2

含
有
率
は70.29

％
で
あ
り
、
比
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重
と
岩
石
組
織
か
ら
半
深
成
岩
で
あ
る
石
英
斑
岩
と
判
断

し
た
。

【
F
】
南
昌
山

南
昌
山
山
頂
付
近
は
大
き
な
岩
石
の
露
出
が
少
な
く
、
今

回
は
新
鮮
な
岩
石
を
観
察
で
き
た
標
高812

ｍ
地
点
か
ら

岩
石
試
料
を
採
集
し
た
。

当
試
料
の
斑
晶
鉱
物
は
斜
長
石
お
よ
び
石
英
の
大
き
な
結

晶
で
あ
り
、石
基
は
微
小
で
等
粒
状
の
燐
珪
石
か
ら
な
り
、

ガ
ラ
ス
部
分
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
有
色
鉱
物
の
変

質
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
緑
泥
石
が
全
体
に
み
ら
れ
る
。
比

重
は2.47

で
あ
る
。SiO

2

含
有
率
は72.29
％
で
あ
り
岩

石
組
織
か
ら
半
深
成
岩
で
あ
る
石
英
斑
岩
と
判
断
し
た
。

【
G
】
東
根
山

東
根
山
（928m

）
山
頂
で
採
取
し
た
試
料
は
、
斑
晶
鉱

物
と
し
て
石
英
、
斜
長
石
、
単
斜
輝
石
が
認
め
ら
れ
、
石

基
は
珪
長
岩
質
組
織
を
示
す
細
粒
鉱
物
集
合
体
か
ら
な

り
、
ガ
ラ
ス
部

分
は
認
め
ら
れ
な
い
。SiO

2 

含
有
率
は

69.29

重
量
％
と
火
山
岩
で
は
流
紋
岩
と
の
境
界
付
近
の

デ
イ
サ
イ
ト
領
域
で
あ
る
が
、
岩
石
組
織
か
ら
半
深
成
岩

で
あ
る
石
英
斑
岩
と

判
断
し
た
。

二
│
六　

岩
頸
と
い
え
る
か

岩
石
の
種
類
は
、
マ
グ
マ
の
種
類
と
冷
却
速
度
と
の
二
つ
の

要
素
か
ら
定
ま
る
が
、
冷
却
は
マ
グ
マ
が
地
層
接
触
面
と
ど
の

よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
か
で
速
度
が
異
な
る
た
め
、
岩
種
が

決
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
岩
頸
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
野
外
調
査
を
行
い
、
貫
入
さ
れ
る
岩
体

と
貫
入
す
る
マ
グ
マ
と
の
関
係
を
確
認
し
、
薄
片
の
観
察
結
果

と
照
ら
し
合
わ
せ
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
論
で
は
、
第
一
に
、
貫
入
マ
グ
マ
が
地
上
で
噴
出
し
た
も

の
か
、
脈
岩
と
し
て
地
中
で
固
化
し
し
た
も
の
か
を
判
断
す
る

た
め
、
被
貫
入
層
で
あ
る
新
第
三
紀
中
新
生
の
男
助
部
層
と
湯

口
層
が
、
岩
体
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
実
地
調
査

の
結
果
を
示
し
、
第
二
と
し
て
、
各
岩
体
（
山
頂
部
分
）
か
ら

サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、（
有
）
考
古
石
材
研
究
所
に
薄
片
の
作

成
と
偏
光
顕
微
鏡
下
で
の
観
察
を
依
頼
し
、
岩
種
の
決
定
を

行
っ
た
。
そ
の
二
つ
の
要
素
か
ら
、
宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」

で
記
し
た
山
々
を
岩
頸
と
呼
ん
で
よ
い
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
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る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、
被
貫
入
層
の
男
助
部
層
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
す
で
に
紹
介
し
た
、
大
上
和
良
・
松
坂
裕
之
・
土
井
宣

夫
・
越
谷　

信
・
大
口
健
志
「
脊
梁
山
地
東
縁
部
、
盛
岡
－
花

巻
市
西
方
に
分
布
す
る
中
新
統
の
層
序
に
つ
い
て
」に
よ
れ
ば
、

男
助
部
層
の
模
式
地
は
、「
岩
手
郡
雫
石
町
男
助
周
辺
で
、
層

の
厚
さ
は
、
北
部
の
模
式
地
付
近
で400m

、
南
部
の
花
巻
市

志
戸
平
で700m

以
上
」、
分
布
は
「
北
部
の
雫
石
川
流
域
と
、

南
部
の
豊
沢
川
流
域
に
分
か
れ
」「
北
部
で
は
模
式
地
の
ほ
か
、

繋
、
猪
去
沢
、
南
昌
山
の
山
麓
部
、
丹
沢
山
な
ど
に
、
南
部
で

は
調
査
地
域
南
東
縁
に
あ
た
る
花
巻
温
泉
西
方
に
も
分
布
」、

岩
相
と
し
て
「
猪
去
沢
層
の
ほ
ぼ
中
位
に
侠
ま
れ
る
本
部
層
は

猪
去
沢
層
と
同
じ
鉱
物
組
合
せ
を
も
つ
塊
状
の
デ
イ
サ
イ
ト
質

の
軽
石
凝
灰
角
礫
岩
か
ら
な
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
花
巻
地

区
の
志
戸
平
温
泉
北
方
大
沢
付
近
で
は
男
助
部
層
の
最
上
部
に

層
厚
約15m

の
輝
石
安
山
岩
の
溶
岩
お
よ
び
同
質
火
山
角
礫

岩
が
介
在
」
し
、「
こ
の
安
山
岩
の
新
鮮
な
部
分
を
テ
レ
ダ
イ

ン
・
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
社
に
依
頼
」、「
全
岩
試
料
のK

-A
r

法
に

よ
る
放
射
年
代
と
し
て11.1

±2.2M
a

が
得
ら
れ
」た
と
あ
り
、

男
助
部
層
が
、
少
な
く
と
も
千
百
万
年
以
前
に
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」
の
山
々
と
記
し
た
地
域
は
、
新
第

三
紀
中
新
世
の
こ
ろ
は
海
底
で
あ
り
、
そ
こ
に
デ
イ
サ
イ
ト
質

の
軽
石
凝
灰
角
礫
岩
が
火
砕
流
と
し
て
流
れ
込
み
、
堆
積
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
う
。
そ
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
た
男
助
部
層
に
鮮
新
世
の
こ
ろ
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
当
然
、
男
助
部
層
の
下
部
層
で
あ
る
飯
岡
層
を

も
突
き
抜
け
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の

マ
グ
マ
が
男
助
部
層
を
突
き
抜
け
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち

山
塊
が
そ
の
上
部
を
か
つ
て
男
助
部
層
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

箱
ヶ
森
や
赤
林
山
は
、
現
在
に
お
い
て
も
い
ま
だ
山
頂
付
近

八
〜
九
合
目
（
お
お
よ
そ800m

）
く
ら
い
ま
で
男
助
部
層
に

覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の

山
容
は
、
ほ
ぼ
男
助
部
層
内
で
固
ま
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
る

だ
ろ
う
。そ
れ
に
対
し
、そ
れ
ほ
ど
距
離
の
離
れ
て
い
な
い
毒
ヶ

森
は
、標
高
が
箱
ヶ
森
や
赤
林
山
よ
り
も
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

登
山
口
（650m

）
付
近
か
ら
す
で
に
男
助
層
は
す
べ
て
浸
食

さ
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
て
い
な
い
。
毒
ヶ
森
や
南
昌
山
は
お
椀

を
伏
せ
た
よ
う
な
特
徴
的
な
形
状
を
し
て
お
り
、
仙
台
の
太
白
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山
と
共
通
し
た
姿
を
持
つ
。

南
昌
山
は500m

付
近
か
ら
男
助
部
層
が
消
失
す
る
。
五
合

目
登
山
口
に
至
る
ま
で
の
な
だ
ら
か
な
登
山
道
を
歩
く
過
程

で
、350m

付
近
に
男
助
部
層
（
図
11
）
の
下
部
層
に
あ
た
る

飯
岡
層
（
図
12
）
が
確
認
で
き
る
。380m

付
近
か
ら
男
助
部

層
に
変
化
し
、500m

付
近
で
男
助
部
層
が
消
失
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
の
男
助
部
層
の
厚
さ
は120m

程
度
で
、

大
上
和
良
ら
が400m

〜700m

の
厚
さ
が
あ
る
と
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
算
出
す
る
と
、
少
な
く
と
も300m

〜500m

ほ

ど
の
厚
さ
の
男
助
部
層
が
す
で
に
浸
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。500m

付
近
か
ら
登
山
道
が
急
激
に
勾
配
を
増
し
、
火

山
岩
体
を
登
る
こ
と
に
な
る
。
頂
上
ま
で
の
残
り
の
高
さ
は

350m

。
し
た
が
っ
て
、
お
お
よ
そ
山
頂
付
近
ま
で
男
助
部
層

に
覆
わ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
男
助
部
層
の
上
位

に
は
整
合
で
重
な
る
矢
櫃
（
湯
口
）
層
（
約200m

）
が
存
在

し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
す
べ
て
浸
食
さ
れ
、
南
昌
山
付
近
に
は

存
在
し
な
い
。

男
助
部
層
を
南
昌
山
の
岩
体
と
思
わ
れ
る
火
山
岩
を
、
中
腹

か
ら
山
頂
付
近
ま
で
標
高
の
異
な
る
三
種
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取

し
、
薄
片
作
成
と
鏡
下
観
察
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
種

と
も
同
種
類
の
岩
石
（
石
英
斑
岩
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。薬

師
岳
は600m

付
近
か
ら
男
助
部
層
が
消
失
し
、
山
頂
ま

で
南
昌
山
と
同
様
の
火
山
岩
が
分
布
し
て
い
る
。
薬
師
岳
は
急

斜
面
の
た
め
岩
石
の
露
出
部
分
が
多
い
。
柱
状
に
節
理
し
た
岩

石
表
面
に
は
数
セ
ン
チ
大
の
捕
獲
岩
（
ゼ
ノ
リ
ス
）
が
多
数
観

察
さ
れ
る
。
東
根
山
は
山
頂
部
付
近
（
お
お
よ
そ800m

）
ま

で
男
助
部
層
が
残
っ
て
お
り
、
火
山
岩
の
露
出
は
少
な
い
。

（
有
）
考
古
石
材
研
究
所
の
柴
田
徹
氏
に
よ
れ
ば
、「
い
ず
れ

の
山
の
溶
岩
も
、溶
岩
円
頂
丘
を
形
成
す
る
事
の
多
い
溶
岩
で
、

四
〇
〇
万
年
〜
五
〇
〇
万
年
と
い
う
時
間
を
考
え
る
と
、
噴
火

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
火
山
体
そ
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
現

在
ま
で
残
る
こ
と
は
難
し
く
、
火
道
部
分
が
現
在
現
れ
て
い
る

と
考
え
る
方
が
合
理
的
だ
と
思
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
調
査
し
た
南
昌
山
山
塊
の
七
山
は
、
標
高
が
す
べ
て
千

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
山
頂
に
は
木
や
草
が
生
え
て
お
り
、

男
助
部
層
と
火
山
岩
体
と
の
境
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
は
不
確

か
さ
が
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
毒
ヶ
森
、

薬
師
岳
、
南
昌
山
は
火
山
岩
が
は
っ
き
り
と
露
出
し
て
お
り
、

他
の
山
と
異
な
っ
て
い
る
。
形
状
か
ら
す
れ
ば
、
仙
台
の
太
白



–72–

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（14）

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、
被
貫
入
層
の
男
助
部
層
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
す
で
に
紹
介
し
た
、
大
上
和
良
・
松
坂
裕
之
・
土
井
宣

夫
・
越
谷　

信
・
大
口
健
志
「
脊
梁
山
地
東
縁
部
、
盛
岡
－
花

巻
市
西
方
に
分
布
す
る
中
新
統
の
層
序
に
つ
い
て
」に
よ
れ
ば
、

男
助
部
層
の
模
式
地
は
、「
岩
手
郡
雫
石
町
男
助
周
辺
で
、
層

の
厚
さ
は
、
北
部
の
模
式
地
付
近
で400m

、
南
部
の
花
巻
市

志
戸
平
で700m

以
上
」、
分
布
は
「
北
部
の
雫
石
川
流
域
と
、

南
部
の
豊
沢
川
流
域
に
分
か
れ
」「
北
部
で
は
模
式
地
の
ほ
か
、

繋
、
猪
去
沢
、
南
昌
山
の
山
麓
部
、
丹
沢
山
な
ど
に
、
南
部
で

は
調
査
地
域
南
東
縁
に
あ
た
る
花
巻
温
泉
西
方
に
も
分
布
」、

岩
相
と
し
て
「
猪
去
沢
層
の
ほ
ぼ
中
位
に
侠
ま
れ
る
本
部
層
は

猪
去
沢
層
と
同
じ
鉱
物
組
合
せ
を
も
つ
塊
状
の
デ
イ
サ
イ
ト
質

の
軽
石
凝
灰
角
礫
岩
か
ら
な
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
花
巻
地

区
の
志
戸
平
温
泉
北
方
大
沢
付
近
で
は
男
助
部
層
の
最
上
部
に

層
厚
約15m

の
輝
石
安
山
岩
の
溶
岩
お
よ
び
同
質
火
山
角
礫

岩
が
介
在
」
し
、「
こ
の
安
山
岩
の
新
鮮
な
部
分
を
テ
レ
ダ
イ

ン
・
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
社
に
依
頼
」、「
全
岩
試
料
のK

-A
r

法
に

よ
る
放
射
年
代
と
し
て11.1

±2.2M
a

が
得
ら
れ
」た
と
あ
り
、

男
助
部
層
が
、
少
な
く
と
も
千
百
万
年
以
前
に
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

宮
沢
賢
治
が
「
岩
頸
列
」
の
山
々
と
記
し
た
地
域
は
、
新
第

三
紀
中
新
世
の
こ
ろ
は
海
底
で
あ
り
、
そ
こ
に
デ
イ
サ
イ
ト
質

の
軽
石
凝
灰
角
礫
岩
が
火
砕
流
と
し
て
流
れ
込
み
、
堆
積
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
う
。
そ
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
た
男
助
部
層
に
鮮
新
世
の
こ
ろ
マ
グ
マ
が
貫
入
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
当
然
、
男
助
部
層
の
下
部
層
で
あ
る
飯
岡
層
を

も
突
き
抜
け
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の

マ
グ
マ
が
男
助
部
層
を
突
き
抜
け
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち

山
塊
が
そ
の
上
部
を
か
つ
て
男
助
部
層
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

箱
ヶ
森
や
赤
林
山
は
、
現
在
に
お
い
て
も
い
ま
だ
山
頂
付
近

八
〜
九
合
目
（
お
お
よ
そ800m

）
く
ら
い
ま
で
男
助
部
層
に

覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の

山
容
は
、
ほ
ぼ
男
助
部
層
内
で
固
ま
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
る

だ
ろ
う
。そ
れ
に
対
し
、そ
れ
ほ
ど
距
離
の
離
れ
て
い
な
い
毒
ヶ

森
は
、標
高
が
箱
ヶ
森
や
赤
林
山
よ
り
も
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

登
山
口
（650m

）
付
近
か
ら
す
で
に
男
助
層
は
す
べ
て
浸
食

さ
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
て
い
な
い
。
毒
ヶ
森
や
南
昌
山
は
お
椀

を
伏
せ
た
よ
う
な
特
徴
的
な
形
状
を
し
て
お
り
、
仙
台
の
太
白
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山
と
共
通
し
た
姿
を
持
つ
。

南
昌
山
は500m

付
近
か
ら
男
助
部
層
が
消
失
す
る
。
五
合

目
登
山
口
に
至
る
ま
で
の
な
だ
ら
か
な
登
山
道
を
歩
く
過
程

で
、350m
付
近
に
男
助
部
層
（
図
11
）
の
下
部
層
に
あ
た
る

飯
岡
層
（
図
12
）
が
確
認
で
き
る
。380m

付
近
か
ら
男
助
部

層
に
変
化
し
、500m
付
近
で
男
助
部
層
が
消
失
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
の
男
助
部
層
の
厚
さ
は120m

程
度
で
、

大
上
和
良
ら
が400m

〜700m
の
厚
さ
が
あ
る
と
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
算
出
す
る
と
、
少
な
く
と
も300m

〜500m

ほ

ど
の
厚
さ
の
男
助
部
層
が
す
で
に
浸
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。500m

付
近
か
ら
登
山
道
が
急
激
に
勾
配
を
増
し
、
火

山
岩
体
を
登
る
こ
と
に
な
る
。
頂
上
ま
で
の
残
り
の
高
さ
は

350m

。
し
た
が
っ
て
、
お
お
よ
そ
山
頂
付
近
ま
で
男
助
部
層

に
覆
わ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
男
助
部
層
の
上
位

に
は
整
合
で
重
な
る
矢
櫃
（
湯
口
）
層
（
約200m

）
が
存
在

し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
す
べ
て
浸
食
さ
れ
、
南
昌
山
付
近
に
は

存
在
し
な
い
。

男
助
部
層
を
南
昌
山
の
岩
体
と
思
わ
れ
る
火
山
岩
を
、
中
腹

か
ら
山
頂
付
近
ま
で
標
高
の
異
な
る
三
種
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取

し
、
薄
片
作
成
と
鏡
下
観
察
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
種

と
も
同
種
類
の
岩
石
（
石
英
斑
岩
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。薬

師
岳
は600m

付
近
か
ら
男
助
部
層
が
消
失
し
、
山
頂
ま

で
南
昌
山
と
同
様
の
火
山
岩
が
分
布
し
て
い
る
。
薬
師
岳
は
急

斜
面
の
た
め
岩
石
の
露
出
部
分
が
多
い
。
柱
状
に
節
理
し
た
岩

石
表
面
に
は
数
セ
ン
チ
大
の
捕
獲
岩
（
ゼ
ノ
リ
ス
）
が
多
数
観

察
さ
れ
る
。
東
根
山
は
山
頂
部
付
近
（
お
お
よ
そ800m

）
ま

で
男
助
部
層
が
残
っ
て
お
り
、
火
山
岩
の
露
出
は
少
な
い
。

（
有
）
考
古
石
材
研
究
所
の
柴
田
徹
氏
に
よ
れ
ば
、「
い
ず
れ

の
山
の
溶
岩
も
、溶
岩
円
頂
丘
を
形
成
す
る
事
の
多
い
溶
岩
で
、

四
〇
〇
万
年
〜
五
〇
〇
万
年
と
い
う
時
間
を
考
え
る
と
、
噴
火

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
火
山
体
そ
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
現

在
ま
で
残
る
こ
と
は
難
し
く
、
火
道
部
分
が
現
在
現
れ
て
い
る

と
考
え
る
方
が
合
理
的
だ
と
思
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
調
査
し
た
南
昌
山
山
塊
の
七
山
は
、
標
高
が
す
べ
て
千

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
山
頂
に
は
木
や
草
が
生
え
て
お
り
、

男
助
部
層
と
火
山
岩
体
と
の
境
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
は
不
確

か
さ
が
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
毒
ヶ
森
、

薬
師
岳
、
南
昌
山
は
火
山
岩
が
は
っ
き
り
と
露
出
し
て
お
り
、

他
の
山
と
異
な
っ
て
い
る
。
形
状
か
ら
す
れ
ば
、
仙
台
の
太
白
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山
に
似
て
、
い
か
に
も
岩
頸
と
い
っ
た
風
貌
で
あ
る
。

大
石
雅
之
（
前
出
）
が
言

う
よ
う
に
、南
昌
山
山
塊
七
山
は
、

岩
頸
と
い
っ
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
論
は
大
石
の
判

断
に
、
全
岩
化
学
組
成
分
析
や
絶
対
年
代
測
定
な
ど
の
デ
ー
タ

を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
で
き
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
岩
石
組
織
と
し
て
の
火
山
岩
か
半
深
成
岩
か
の
違
い

は
、
火
道
の
ど
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
の
か
で
異
な
っ
て
く
る

た
め
、
半
深
成
岩
を
岩
頸
、
火
山
岩
を
地
上
噴
出
と
決
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

宮
沢
賢
治
の
用
い
た
「
岩
頸
列
」
は
、
地
質
学
者
・
宮
沢
賢

治
の
独
自
の
発
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
実
は
、
地
質
学
的
に
興

味
深
い
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
宮
沢
賢
治
の
文
学
を
考

え
る
う
え
で
も
有
益
な
デ
ー
タ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
宮

沢
賢
治
作
品
に
お
け
る
岩
頸
表
象
は
、
必
ず
し
も
地
質
学
的
な

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
差
異
を
見
極
め
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
作
品
に
お
け

る
岩
頸
表
象
の
意
味
を
正
確
に
分
析
で
き
な
い
と
言
え
る
か
ら

で
あ
る
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
、
最
晩
年
に
纏
め
ら
れ
た
『
文
語
詩

稿
一
百
篇
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
南
昌
山
や
毒
ヶ

森
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
最
初
期
の
「
短
歌
」
に
も
見
出
せ
る
も
の

で
、
宮
沢
賢
治
の
文
学
的
営
為
を
貫
く
も
の
の
一
つ
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

三
　
解
離
性
意
識
変
容
体
験

三
│
一　

南
昌
山
・
毒
ヶ
森

宮
沢
賢
治
の
文
学
的
営
為
は
短
歌
と
い
う
形
式
を
と
り
、

「（
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
）」
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
宮
沢

賢
治
が
盛
岡
中
学
に
入
学
し
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。
南
昌
山
、

毒
ヶ
森
を
題
材
と
し
た
歌
は
、「
大
正
四
年
四
月
」
の
歌
稿
の

中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
大
正
四
年
四
月
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校

に
入
学
し
た
時
で
あ
る
。

　

毒
ヶ
森

南
昌
山
の
一
つ
ら
は

ふ
と
お
ど
り
た
ち
て

　
　

わ
が
ぬ
か
に
來
る　

宮
沢
賢
治
に
と
っ
て
、
毒
ヶ
森
や
南
昌
山
ど
の
よ
う
な
山
で

あ
っ
た
の
か
。花
巻
駅
か
ら
盛
岡
駅
に
向
か
う
車
窓
の
左
手（
西
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側
）
に
南
昌
山
の
姿
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
、
盛
岡
中
学

に
入
学
し
た
賢
治
は
繰
り
返
し
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
盛

岡
中
学
の
同
級
生
藤
原
健
次
郎
の
実
家
が
紫
波
郡
矢
巾
に
あ

り
、
藤
原
健
次
郎
と
の
関
り
が
、
南
昌
山
そ
し
て
毒
ヶ
森
と
の

出
会
い
を
導
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

盛
中　

二
年
一
学
キ　
「
藤
原
健
次
郎　

南
昌
山　

家
」

　

「
仝　

水
晶
」「
仝　

頂
上
」

の
記
述
が
、「『
東
京
』
ノ
ー
ト
」
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
記
述

は
賢
治
が
後
年
、
盛
岡
中
学
時
代
か
ら
盛
岡
高
等
農
林
時
代
を

振
り
返
っ
て
の
メ
モ
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
盛
岡
中
学
の
二

年
一
学
期
に
、
藤
原
健
次
郎
の
家
に
行
き
、
二
人
で
南
昌
山
に

登
り
、水
晶
を
採
取
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

南
昌
山
は
藤
原
健
次
郎
の
家
か
ら
は
西
方
数
キ
ロ
の
距
離
に
あ

り
、
毒
ヶ
森
は
南
昌
山
の
右
奥
に
あ
た
る
。
そ
の
山
容
を
眼
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
も
し
見
る
位
置
が
南
に
ず
れ
た

場
合
は
南
昌
山
に
隠
さ
れ
、
北
に
ず
れ
た
場
合
は
赤
林
山
に
隠

さ
れ
、
毒
ヶ
森
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
短
歌

に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
毒
ヶ
森
と
南
昌
山
を
セ
ッ
ト
に
し
て
捉
え

る
た
め
に
は
、
矢
巾
と
い
う
藤
原
健
次
郎
の
家
と
の
位
置
関
係

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

宮
沢
賢
治
は
南
昌
山
の
ど
こ
で
水
晶
を
採
取
し
た
の
か
と
い

う
点
も
興
味
深
い
が
、
本
論
と
の
直
接
に
は
関
わ
ら
な
い
の
で

省
略
す
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
拙
稿
「
宮
沢
賢
治
は
、
な
ぜ

「
南
昌
山
」
で
水
晶
を
採
取
で
き
た
の
か
」（「
文
教
大
学
国
文
」

第
48
号
、2019

・3

）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

宮
沢
賢
治
が
南
昌
山
、毒
ヶ
森
の
短
歌
を
作
成
し
た
時
期
は
、

歌
稿
に
記
さ
れ
て
い
る
「
大
正
四
年
四
月
」
と
見
る
べ
き
だ
ろ

う
が
、
南
昌
山
、
毒
ヶ
森
と
の
出
会
い
は
盛
岡
中
学
時
代
に
遡

る
と
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
岩
頸
と
の
関
わ
り

だ
が
、
盛
岡
高
等
農
林
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
賢
治
が
、
南
昌

山
や
毒
ヶ
森
を
地
質
学
的
名
称
で
あ
る
岩
頸
と
認
識
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
岩
頸
の
語
が
短
歌
に
用
い
ら
れ
た

例
は
、
約
一
年
後
の
大
正
五
年
七
月
の
「
石
ヶ
森
」
の
歌
ま
で

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
ヶ
森
や
沼
森
を
歌
っ
た
短
歌
は
、
盛

岡
高
等
農
林
の
二
年
の
夏
休
み
に
実
施
し
た
「
盛
岡
附
近
地
質

調
査
」
が
背
景
に
あ
り
、
そ
の
時
ま
で
に
は
賢
治
は
地
質
調
査

が
で
き
る
だ
け
の
地
質
学
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
南
昌
山
や
毒
ヶ
森
が
岩
頸
で
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山
に
似
て
、
い
か
に
も
岩
頸
と
い
っ
た
風
貌
で
あ
る
。

大
石
雅
之
（
前
出
）
が
言

う
よ
う
に
、南
昌
山
山
塊
七
山
は
、

岩
頸
と
い
っ
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
論
は
大
石
の
判

断
に
、
全
岩
化
学
組
成
分
析
や
絶
対
年
代
測
定
な
ど
の
デ
ー
タ

を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
で
き
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
岩
石
組
織
と
し
て
の
火
山
岩
か
半
深
成
岩
か
の
違
い

は
、
火
道
の
ど
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
の
か
で
異
な
っ
て
く
る

た
め
、
半
深
成
岩
を
岩
頸
、
火
山
岩
を
地
上
噴
出
と
決
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

宮
沢
賢
治
の
用
い
た
「
岩
頸
列
」
は
、
地
質
学
者
・
宮
沢
賢

治
の
独
自
の
発
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
実
は
、
地
質
学
的
に
興

味
深
い
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
宮
沢
賢
治
の
文
学
を
考

え
る
う
え
で
も
有
益
な
デ
ー
タ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
宮

沢
賢
治
作
品
に
お
け
る
岩
頸
表
象
は
、
必
ず
し
も
地
質
学
的
な

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
差
異
を
見
極
め
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
作
品
に
お
け

る
岩
頸
表
象
の
意
味
を
正
確
に
分
析
で
き
な
い
と
言
え
る
か
ら

で
あ
る
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
、
最
晩
年
に
纏
め
ら
れ
た
『
文
語
詩

稿
一
百
篇
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
南
昌
山
や
毒
ヶ

森
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
最
初
期
の
「
短
歌
」
に
も
見
出
せ
る
も
の

で
、
宮
沢
賢
治
の
文
学
的
営
為
を
貫
く
も
の
の
一
つ
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

三
　
解
離
性
意
識
変
容
体
験

三
│
一　

南
昌
山
・
毒
ヶ
森

宮
沢
賢
治
の
文
学
的
営
為
は
短
歌
と
い
う
形
式
を
と
り
、

「（
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
）」
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
宮
沢

賢
治
が
盛
岡
中
学
に
入
学
し
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。
南
昌
山
、

毒
ヶ
森
を
題
材
と
し
た
歌
は
、「
大
正
四
年
四
月
」
の
歌
稿
の

中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
大
正
四
年
四
月
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校

に
入
学
し
た
時
で
あ
る
。

　

毒
ヶ
森

南
昌
山
の
一
つ
ら
は

ふ
と
お
ど
り
た
ち
て

　
　

わ
が
ぬ
か
に
來
る　

宮
沢
賢
治
に
と
っ
て
、
毒
ヶ
森
や
南
昌
山
ど
の
よ
う
な
山
で

あ
っ
た
の
か
。花
巻
駅
か
ら
盛
岡
駅
に
向
か
う
車
窓
の
左
手（
西
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側
）
に
南
昌
山
の
姿
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
、
盛
岡
中
学

に
入
学
し
た
賢
治
は
繰
り
返
し
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
盛

岡
中
学
の
同
級
生
藤
原
健
次
郎
の
実
家
が
紫
波
郡
矢
巾
に
あ

り
、
藤
原
健
次
郎
と
の
関
り
が
、
南
昌
山
そ
し
て
毒
ヶ
森
と
の

出
会
い
を
導
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

盛
中　

二
年
一
学
キ　
「
藤
原
健
次
郎　

南
昌
山　

家
」

　

「
仝　

水
晶
」「
仝　

頂
上
」

の
記
述
が
、「『
東
京
』
ノ
ー
ト
」
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
記
述

は
賢
治
が
後
年
、
盛
岡
中
学
時
代
か
ら
盛
岡
高
等
農
林
時
代
を

振
り
返
っ
て
の
メ
モ
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
盛
岡
中
学
の
二

年
一
学
期
に
、
藤
原
健
次
郎
の
家
に
行
き
、
二
人
で
南
昌
山
に

登
り
、水
晶
を
採
取
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

南
昌
山
は
藤
原
健
次
郎
の
家
か
ら
は
西
方
数
キ
ロ
の
距
離
に
あ

り
、
毒
ヶ
森
は
南
昌
山
の
右
奥
に
あ
た
る
。
そ
の
山
容
を
眼
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
も
し
見
る
位
置
が
南
に
ず
れ
た

場
合
は
南
昌
山
に
隠
さ
れ
、
北
に
ず
れ
た
場
合
は
赤
林
山
に
隠

さ
れ
、
毒
ヶ
森
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
短
歌

に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
毒
ヶ
森
と
南
昌
山
を
セ
ッ
ト
に
し
て
捉
え

る
た
め
に
は
、
矢
巾
と
い
う
藤
原
健
次
郎
の
家
と
の
位
置
関
係

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

宮
沢
賢
治
は
南
昌
山
の
ど
こ
で
水
晶
を
採
取
し
た
の
か
と
い

う
点
も
興
味
深
い
が
、
本
論
と
の
直
接
に
は
関
わ
ら
な
い
の
で

省
略
す
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
拙
稿
「
宮
沢
賢
治
は
、
な
ぜ

「
南
昌
山
」
で
水
晶
を
採
取
で
き
た
の
か
」（「
文
教
大
学
国
文
」

第
48
号
、2019

・3

）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

宮
沢
賢
治
が
南
昌
山
、毒
ヶ
森
の
短
歌
を
作
成
し
た
時
期
は
、

歌
稿
に
記
さ
れ
て
い
る
「
大
正
四
年
四
月
」
と
見
る
べ
き
だ
ろ

う
が
、
南
昌
山
、
毒
ヶ
森
と
の
出
会
い
は
盛
岡
中
学
時
代
に
遡

る
と
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
岩
頸
と
の
関
わ
り

だ
が
、
盛
岡
高
等
農
林
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
賢
治
が
、
南
昌

山
や
毒
ヶ
森
を
地
質
学
的
名
称
で
あ
る
岩
頸
と
認
識
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
岩
頸
の
語
が
短
歌
に
用
い
ら
れ
た

例
は
、
約
一
年
後
の
大
正
五
年
七
月
の
「
石
ヶ
森
」
の
歌
ま
で

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
ヶ
森
や
沼
森
を
歌
っ
た
短
歌
は
、
盛

岡
高
等
農
林
の
二
年
の
夏
休
み
に
実
施
し
た
「
盛
岡
附
近
地
質

調
査
」
が
背
景
に
あ
り
、
そ
の
時
ま
で
に
は
賢
治
は
地
質
調
査

が
で
き
る
だ
け
の
地
質
学
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
南
昌
山
や
毒
ヶ
森
が
岩
頸
で
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あ
る
こ
と
を
、
盛
岡
中
学
時
代
や
、
盛
岡
高
等
農
林
の
四
月
の

段
階
で
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
岩
頸
と
い
う
認
識
は
い
わ
ば
後
付
け
の
も
の

で
、
最
初
に
あ
っ
た
の
は
「
大
正
四
年
四
月
」
に
記
さ
れ
た
南

昌
山
、
毒
ヶ
森
で
の
体
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
体
験
を

私
は
前
著
（
第
七
章
「
岩
頸
」
意
識
に
つ
い
て
）
で
、「
毒
ヶ

森
、
南
昌
山
と
い
う
実
在
の
山
名
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
背
景

に
は
、
お
そ
ら
く
地
学
的
意
味
が
あ
る
。
毒
ヶ
森
も
南
昌
山
も

賢
治
が
「
岩
頸
」
と
捉
え
て
い
た
山
だ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
指

摘
し
た
が
、
多
少
の
訂
正
を
感
じ
て
い
る
。
賢
治
の
文
学
的
営

為
を
俯
瞰
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
岩
頸
と
い
う
指
標

は
き
わ
め
て
有
効
で
あ
り
、
そ
の
点
の
変
更
を
認
め
て
は
い
な

い
が
、
大
正
四
年
四
月
の
短
歌
を
分
析
す
る
上
で
、
毒
ヶ
森
、

南
昌
山
が
必
ず
し
も
岩
頸
で
あ
る
こ
と
を
賢
治
は
知
っ
て
い
る

必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

前
著
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
前
提
で
論
を
展
開
し
て
は
い

る
の
だ
が
、
明
確
な
区
切
り
が
で
き
て
お
ら
ず
、
曖
昧
さ
が

残
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
確
認
す
る
な
ら
、

宮
沢
賢
治
は
盛
岡
中
学
時
代
か
盛
岡
高
等
農
林
に
入
学
し
た
初

め
の
こ
ろ
に
、
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
が
急
に
踊
り
立
ち
上
が
る
よ

う
に
、
自
分
の
方
に
迫
っ
て
く
る
と
い
う
体
験
を
し
た
。
そ
の

体
験
を
書
き
留
め
た
も
の
が
大
正
四
年
四
月
の
短
歌
な
の
で
あ

る
。「
一
つ
ら
」
の
解
釈
だ
が
、
こ
の
点
も
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。「
一
つ
ら
」
と
は
一
連
ま
た
は

一
列
と
い
う
意
味
で
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
「
列
」
の
表
現

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ぬ
か
」（
額
）

の
表
現
も
特
徴
的
で
あ
る
。「
わ
が
ぬ
か
に
来
る
」
は
賢
治
の

体
験
が
、
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
が
自
分
の
身
体
に
飛
び
込
ん
で
来

る
よ
う
な
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三
│
二　

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群

前
著
に
お
い
て
私
は
、
宮
沢
賢
治
が
体
験
し
た
知
覚
の
異
常

を
、
精
神
科
医
・
福
島
章
が
『
不
思
議
の
国
の
宮
沢
賢
治
│
天

才
の
見
た
世
界
│
』（
日
本
教
文
社
、1996

・9

）
で
示
し
た
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス

症
候
群
」 ）5
（
注

に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
中
で
納
得
し
き
れ

て
い
な
い
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
症
候
群
」
は
症
候
群
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

共
通
す
る
病
態
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
病
態
を
示
す
に

い
た
る
元
と
な
る
病
気
は
種
々
あ
る
は
ず
で
、
隔
靴
掻
痒
の
感
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を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
中
に
見
ら
れ
る
、

知
覚
異
常
に
基
づ
く
と
推
定
さ
れ
る
不
可
思
議
な
表
現
は
、「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス

症
候
群
」
と
し
て
説
明
が
つ
け
や
す
い
小

視
や
大
視
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の
ほ
か
幻
視
、
幻
聴
、

幻
臭
、
共
感
覚
、
離
人
症
、
体
外
離
脱
、
被
注
察
感
、
入
眠
時

幻
覚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
知
覚
変
容
が
想
定
さ
れ
、
宮
沢
賢
治
の

文
学
全
体
を
考
え
る
上
で
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群
」

と
い
う
視
点
は
、
そ
の
一
部
を
説
明
し
う
る
だ
け
で
、
統
一
的

に
説
明
で
き
な
い
憾
み
が
あ
る
。

前
著
を
書
き
終
え
た
段
階
で
、
私
の
岩
頸
表
象
に
関
す
る
解

釈
は
手
詰
ま
り
に
な
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
私
は

こ
こ
で
、「
解
離
」
と
い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
も
と
よ
り
私
に
は
、
精
神
医
学
の
分
野
を
語

る
資
格
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
解
離
を
専
門
と
す
る
精
神
科

医
二
人
が
宮
沢
賢
治
の
作
品
と
の
関
り
で
解
離
の
視
点
か
ら
述

べ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
は
、柴
山
雅
俊『
解
離
性
障
害
│「
う
し
ろ
に
誰
か
い
る
」

の
精
神
病
理
│
』（
ち
く
ま
新
書
、2007

・9

）
で
あ
る
。
柴
山
は
、

第
七
章
「
解
離
と
こ
こ
ろ
│
宮
沢
賢
治
と
体
験
世
界
」
で
、
宮

沢
賢
治
の
作
品
世
界
と
解
離
と
の
親
和
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

私
が
専
門
と
し
て
い
る
精
神
医
学
と
は
病
の
学
問
で
あ

り
、
そ
れ
を
作
家
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
て
論
じ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
賢
治
の
生
育
歴
を
調
べ
て
も
、
彼
が
な
ん

ら
か
の
病
気
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
根
拠
は
な
い
。
し
か

し
、
私
に
は
作
品
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
解
離
の
主
観
的
体

験
と
類
似
し
た
も
の
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
彼
の
心
的
世
界
は
明
ら
か
に
わ
れ
わ
れ
の
体
験

世
界
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
を
単
に
精

神
病
や
神
秘
体
験
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、解
離
、

と
り
わ
け
意
識
変
容
の
観
点
か
ら
了
解
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
章
で
あ
る
。

ま
た
、
精
神
科
医
・
浜
垣
誠
司
は
「
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
現

れ
る
超
常
体
験
の
精
神
医
学
的
検
討
│
「
解
離
」
と
し
て
の
理

解
│
」（「
宮
沢
賢
治
研
究A

nnualV
ol.29

、2019

・3

）
で
、

こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
て
き
た
賢
治
の
体
験
に
関
す
る
様
々
な
精

神
医
学
的
解
釈
を
確
認
し
た
上
で
、
ど
の
解
釈
も
特
別
な
有
用

性
は
な
い
と
の
判
断
を
示
し
、「
筆
者
も
、
こ
れ
ま
で
解
離
性

障
害
や
そ
の
関
連
疾
患
を
診
察
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
賢
治
が
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あ
る
こ
と
を
、
盛
岡
中
学
時
代
や
、
盛
岡
高
等
農
林
の
四
月
の

段
階
で
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
岩
頸
と
い
う
認
識
は
い
わ
ば
後
付
け
の
も
の

で
、
最
初
に
あ
っ
た
の
は
「
大
正
四
年
四
月
」
に
記
さ
れ
た
南

昌
山
、
毒
ヶ
森
で
の
体
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
体
験
を

私
は
前
著
（
第
七
章
「
岩
頸
」
意
識
に
つ
い
て
）
で
、「
毒
ヶ

森
、
南
昌
山
と
い
う
実
在
の
山
名
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
背
景

に
は
、
お
そ
ら
く
地
学
的
意
味
が
あ
る
。
毒
ヶ
森
も
南
昌
山
も

賢
治
が
「
岩
頸
」
と
捉
え
て
い
た
山
だ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
指

摘
し
た
が
、
多
少
の
訂
正
を
感
じ
て
い
る
。
賢
治
の
文
学
的
営

為
を
俯
瞰
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
岩
頸
と
い
う
指
標

は
き
わ
め
て
有
効
で
あ
り
、
そ
の
点
の
変
更
を
認
め
て
は
い
な

い
が
、
大
正
四
年
四
月
の
短
歌
を
分
析
す
る
上
で
、
毒
ヶ
森
、

南
昌
山
が
必
ず
し
も
岩
頸
で
あ
る
こ
と
を
賢
治
は
知
っ
て
い
る

必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

前
著
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
前
提
で
論
を
展
開
し
て
は
い

る
の
だ
が
、
明
確
な
区
切
り
が
で
き
て
お
ら
ず
、
曖
昧
さ
が

残
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
確
認
す
る
な
ら
、

宮
沢
賢
治
は
盛
岡
中
学
時
代
か
盛
岡
高
等
農
林
に
入
学
し
た
初

め
の
こ
ろ
に
、
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
が
急
に
踊
り
立
ち
上
が
る
よ

う
に
、
自
分
の
方
に
迫
っ
て
く
る
と
い
う
体
験
を
し
た
。
そ
の

体
験
を
書
き
留
め
た
も
の
が
大
正
四
年
四
月
の
短
歌
な
の
で
あ

る
。「
一
つ
ら
」
の
解
釈
だ
が
、
こ
の
点
も
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。「
一
つ
ら
」
と
は
一
連
ま
た
は

一
列
と
い
う
意
味
で
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
「
列
」
の
表
現

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ぬ
か
」（
額
）

の
表
現
も
特
徴
的
で
あ
る
。「
わ
が
ぬ
か
に
来
る
」
は
賢
治
の

体
験
が
、
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
が
自
分
の
身
体
に
飛
び
込
ん
で
来

る
よ
う
な
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三
│
二　

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群

前
著
に
お
い
て
私
は
、
宮
沢
賢
治
が
体
験
し
た
知
覚
の
異
常

を
、
精
神
科
医
・
福
島
章
が
『
不
思
議
の
国
の
宮
沢
賢
治
│
天

才
の
見
た
世
界
│
』（
日
本
教
文
社
、1996

・9

）
で
示
し
た
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス

症
候
群
」 ）5
（
注

に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
中
で
納
得
し
き
れ

て
い
な
い
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
症
候
群
」
は
症
候
群
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

共
通
す
る
病
態
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
病
態
を
示
す
に

い
た
る
元
と
な
る
病
気
は
種
々
あ
る
は
ず
で
、
隔
靴
掻
痒
の
感
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を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
中
に
見
ら
れ
る
、

知
覚
異
常
に
基
づ
く
と
推
定
さ
れ
る
不
可
思
議
な
表
現
は
、「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス

症
候
群
」
と
し
て
説
明
が
つ
け
や
す
い
小

視
や
大
視
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の
ほ
か
幻
視
、
幻
聴
、

幻
臭
、
共
感
覚
、
離
人
症
、
体
外
離
脱
、
被
注
察
感
、
入
眠
時

幻
覚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
知
覚
変
容
が
想
定
さ
れ
、
宮
沢
賢
治
の

文
学
全
体
を
考
え
る
上
で
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群
」

と
い
う
視
点
は
、
そ
の
一
部
を
説
明
し
う
る
だ
け
で
、
統
一
的

に
説
明
で
き
な
い
憾
み
が
あ
る
。

前
著
を
書
き
終
え
た
段
階
で
、
私
の
岩
頸
表
象
に
関
す
る
解

釈
は
手
詰
ま
り
に
な
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
私
は

こ
こ
で
、「
解
離
」
と
い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
も
と
よ
り
私
に
は
、
精
神
医
学
の
分
野
を
語

る
資
格
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
解
離
を
専
門
と
す
る
精
神
科

医
二
人
が
宮
沢
賢
治
の
作
品
と
の
関
り
で
解
離
の
視
点
か
ら
述

べ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
は
、柴
山
雅
俊『
解
離
性
障
害
│「
う
し
ろ
に
誰
か
い
る
」

の
精
神
病
理
│
』（
ち
く
ま
新
書
、2007

・9

）
で
あ
る
。
柴
山
は
、

第
七
章
「
解
離
と
こ
こ
ろ
│
宮
沢
賢
治
と
体
験
世
界
」
で
、
宮

沢
賢
治
の
作
品
世
界
と
解
離
と
の
親
和
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

私
が
専
門
と
し
て
い
る
精
神
医
学
と
は
病
の
学
問
で
あ

り
、
そ
れ
を
作
家
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
て
論
じ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
賢
治
の
生
育
歴
を
調
べ
て
も
、
彼
が
な
ん

ら
か
の
病
気
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
根
拠
は
な
い
。
し
か

し
、
私
に
は
作
品
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
解
離
の
主
観
的
体

験
と
類
似
し
た
も
の
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
彼
の
心
的
世
界
は
明
ら
か
に
わ
れ
わ
れ
の
体
験

世
界
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
を
単
に
精

神
病
や
神
秘
体
験
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、解
離
、

と
り
わ
け
意
識
変
容
の
観
点
か
ら
了
解
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
章
で
あ
る
。

ま
た
、
精
神
科
医
・
浜
垣
誠
司
は
「
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
現

れ
る
超
常
体
験
の
精
神
医
学
的
検
討
│
「
解
離
」
と
し
て
の
理

解
│
」（「
宮
沢
賢
治
研
究A

nnualV
ol.29

、2019

・3

）
で
、

こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
て
き
た
賢
治
の
体
験
に
関
す
る
様
々
な
精

神
医
学
的
解
釈
を
確
認
し
た
上
で
、
ど
の
解
釈
も
特
別
な
有
用

性
は
な
い
と
の
判
断
を
示
し
、「
筆
者
も
、
こ
れ
ま
で
解
離
性

障
害
や
そ
の
関
連
疾
患
を
診
察
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
賢
治
が
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作
品
に
描
い
て
い
る
不
思
議
な
体
験
は
、
解
離
性
障
害
の
患
者

の
陳
述
の
特
徴
に
見
事
に
合
致
す
る
と
常
々
感
じ
て
お
り
、
こ

の
柴
山
説
に
深
く
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

柴
山
や
浜
垣
の
い
う
「
解
離
」
と
は
、「
表
象
幻
視
、
離
人
症
、

体
外
離
脱
体
験
、
気
配
過
敏
症
状
、
被
注
察
感
、
幻
視
等
の
解

離
症
状
」
を
指
し
て
い
る
。
賢
治
の
場
合
「
病
的
状
態
に
あ
っ

た
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
見
解
も
、
柴
山
と
浜
垣
と
は
一
致

し
て
い
る
。

三
│
三　

宮
沢
賢
治
の
知
覚
変
容
体
験

宮
沢
賢
治
の
感
性
は
き
わ
め
て
独
特
な
も
の
で
、
賢
治
の
友

人
や
教
え
子
た
ち
は
、
興
味
深
い
聞
き
書
き
を
残
し
て
い
る
。

関
登
久
也
著
『
宮
沢
賢
治
物
語
』（
岩
手
日
報
社1957

）
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

宮
野
目
の
あ
た
り
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
日
も
暮
れ
か
け
て
、

ほ
の
広
く
は
る
か
に
続
く
国
道
を
、
足
早
の
先
生
に
つ
い

て
行
く
と
、
次
第
に
あ
た
り
の
闇
が
濃
く
な
り
、
黄
色
い

月
が
東
の
山
の
上
に
ぼ
ん
や
り
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。（
│

略
│
）

　

月
が
出
た
り
、
風
が
音
を
た
て
た
り
す
る
も
の
で
先
生

は
な
ん
と
も
い
え
な
い
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
た
ら
し
く
、

ゴ
ム
靴
を
踏
み
鳴
ら
し
て
は
し
き
り
に
、
ホ
オ
ホ
オ
ホ
オ

と
叫
び
な
が
ら
先
頭
を
き
り
ま
す
。

　

そ
の
時
の
先
生
の
様
子
は
、
全
く
歓
喜
雀
躍
と
い
う
言

葉
が
あ
て
は
ま
る
ほ
ど
で
、
風
景
の
中
に
全
身
が
ひ
た
り

き
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
ま
し
た
。
疲
れ
て
く
る
と

道
は
た
の
枯
草
の
上
に
、
四
人
は
並
ん
で
腰
を
下
ろ
し
て

休
憩
し
ま
し
た
。
そ
の
時
が
先
生
の
創
作
さ
れ
る
時
で
、

例
の
手
帳
を
出
さ
れ
て
は
夢
中
で
詩
を
書
か
れ
、
あ
る
い

は
童
話
を
草
稿
さ
れ
る
の
で
し
た
。



「
月
夜
の
遠
足
・
・
・
菊
井
清
人
氏
か
ら
聞
い
た
話
」

宮
沢
賢
治
の
創
作
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
帳
に
書
か
れ
た
も
の
が
そ
の
後
ノ
ー

ト
に
書
き
写
さ
れ
、
さ
ら
に
は
原
稿
用
紙
に
書
き
写
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
聞
き
書
き
は
舞
踏
の
よ
う
で
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
だ

が
、
気
味
が
悪
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
も
あ
る
。
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先
生
は
、
夜
、
家
を
出
て
盛
岡
ま
で
歩
行
し
、
一
睡
も

せ
ず
翌
朝
一
番
の
汽
車
で
帰
っ
て
、
授
業
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
何
故
そ
ん
な
無
理
を
す
る
の
か
、
私
達
に
は

不
可
解
で
し
た
が
、
し
ば
し
ば
そ
う
い
う
こ
と
を
な
さ
い

ま
し
た
。
こ
れ
も
土
曜
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
寄
宿

舎
の
生
徒
が
六
、七
人
、
先
生
に
つ
れ
ら
れ
て
志
度
平
温

泉
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

二
堰
あ
た
り
か
、
あ
る
い
は
そ
の
先
だ
っ
た
か
、
な
ん

で
も
細
い
流
れ
の
音
を
聞
い
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
眠
け

が
さ
し
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
が
、「
今
ね
、
そ
こ

の
と
こ
ろ
を
、
頭
の
大
き
い
足
の
な
い
坊
主
が
通
っ
て

行
っ
た
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
私
た
ち
の
目
が
さ

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
達
に
元
気
を
つ
け
る
た
め
の
先
生

の
計
ら
い
で
は
な
く
、
確
か
に
先
生
は
そ
う
い
う
怪
し
い

も
の
の
姿
を
見
た
よ
う
で
し
た
。



　
「
志
度
平
行
き
・
・
・
菊
井
清
人
氏
か
ら
聞
い
た
話
」

宮
沢
賢
治
の
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
の
体
験
に
関
連
さ
せ
て
考
え

る
と
興
味
深
い
聞
き
書
き
と
し
て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

花
巻
農
学
校
の
裏
手
に
、
五
本
の
古
い
杉
の
木
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
木
の
下
で
、
あ
る
夕
方
、
先
生
は
大
入
道
を
見
た

と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
を
見
て
か
ら
、
全
身
の
毛
穴
が
ふ
さ

ぎ
、
ぶ
つ
ぶ
つ
し
た
も
の
が
皮
膚
に
出
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
そ
の
大
入
道
を
見
て
か
ら
先
生
が
寝
つ
い
て
し

ま
っ
た
と
も
き
い
て
お
り
ま
す
。



　
「
大
入
道
・
・
・
沢
里
武
治
氏
か
ら
聞
い
た
話
」

「
大
入
道
」
は
昔
か
ら
伝
わ
る
「
妖
怪
」
の
一
種
で
、
僧
形

を
と
る
こ
と
の
多
い
巨
人
で
あ
る
。
実
体
の
不
明
瞭
な
影
の
よ

う
な
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
大
き
さ
も
人
間
を
少
し
大
き

く
し
た
も
の
か
ら
、山
の
よ
う
に
巨
大
な
も
の
も
あ
る
ら
し
い
。

頸
が
伸
び「
ろ
く
ろ
頸
」の
よ
う
な
姿
も
あ
る
。賢
治
が
見
た「
大

入
道
」
が
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
五

本
の
杉
の
木
の
下
の
方
に
「
大
入
道
」
の
よ
う
な
巨
大
な
何
か

を
見
た
、
ま
た
、
見
た
と
感
じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
杉
の
木
の
下
に
初
め
か
ら
巨
大
な
も
の
が
存
在
し
て
い
た

と
は
考
え
に
く
い
。
た
ぶ
ん
、
何
か
が
賢
治
に
向
か
っ
て
巨
大

化
し
て
接
近
し
て
く
る
か
の
よ
う
な
体
験
だ
っ
た
の
か
と
思
わ

れ
る
。
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作
品
に
描
い
て
い
る
不
思
議
な
体
験
は
、
解
離
性
障
害
の
患
者

の
陳
述
の
特
徴
に
見
事
に
合
致
す
る
と
常
々
感
じ
て
お
り
、
こ

の
柴
山
説
に
深
く
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

柴
山
や
浜
垣
の
い
う
「
解
離
」
と
は
、「
表
象
幻
視
、
離
人
症
、

体
外
離
脱
体
験
、
気
配
過
敏
症
状
、
被
注
察
感
、
幻
視
等
の
解

離
症
状
」
を
指
し
て
い
る
。
賢
治
の
場
合
「
病
的
状
態
に
あ
っ

た
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
見
解
も
、
柴
山
と
浜
垣
と
は
一
致

し
て
い
る
。

三
│
三　

宮
沢
賢
治
の
知
覚
変
容
体
験

宮
沢
賢
治
の
感
性
は
き
わ
め
て
独
特
な
も
の
で
、
賢
治
の
友

人
や
教
え
子
た
ち
は
、
興
味
深
い
聞
き
書
き
を
残
し
て
い
る
。

関
登
久
也
著
『
宮
沢
賢
治
物
語
』（
岩
手
日
報
社1957

）
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

宮
野
目
の
あ
た
り
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
日
も
暮
れ
か
け
て
、

ほ
の
広
く
は
る
か
に
続
く
国
道
を
、
足
早
の
先
生
に
つ
い

て
行
く
と
、
次
第
に
あ
た
り
の
闇
が
濃
く
な
り
、
黄
色
い

月
が
東
の
山
の
上
に
ぼ
ん
や
り
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。（
│

略
│
）

　

月
が
出
た
り
、
風
が
音
を
た
て
た
り
す
る
も
の
で
先
生

は
な
ん
と
も
い
え
な
い
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
た
ら
し
く
、

ゴ
ム
靴
を
踏
み
鳴
ら
し
て
は
し
き
り
に
、
ホ
オ
ホ
オ
ホ
オ

と
叫
び
な
が
ら
先
頭
を
き
り
ま
す
。

　

そ
の
時
の
先
生
の
様
子
は
、
全
く
歓
喜
雀
躍
と
い
う
言

葉
が
あ
て
は
ま
る
ほ
ど
で
、
風
景
の
中
に
全
身
が
ひ
た
り

き
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
ま
し
た
。
疲
れ
て
く
る
と

道
は
た
の
枯
草
の
上
に
、
四
人
は
並
ん
で
腰
を
下
ろ
し
て

休
憩
し
ま
し
た
。
そ
の
時
が
先
生
の
創
作
さ
れ
る
時
で
、

例
の
手
帳
を
出
さ
れ
て
は
夢
中
で
詩
を
書
か
れ
、
あ
る
い

は
童
話
を
草
稿
さ
れ
る
の
で
し
た
。



「
月
夜
の
遠
足
・
・
・
菊
井
清
人
氏
か
ら
聞
い
た
話
」

宮
沢
賢
治
の
創
作
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
帳
に
書
か
れ
た
も
の
が
そ
の
後
ノ
ー

ト
に
書
き
写
さ
れ
、
さ
ら
に
は
原
稿
用
紙
に
書
き
写
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
聞
き
書
き
は
舞
踏
の
よ
う
で
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
だ

が
、
気
味
が
悪
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
も
あ
る
。
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先
生
は
、
夜
、
家
を
出
て
盛
岡
ま
で
歩
行
し
、
一
睡
も

せ
ず
翌
朝
一
番
の
汽
車
で
帰
っ
て
、
授
業
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
何
故
そ
ん
な
無
理
を
す
る
の
か
、
私
達
に
は

不
可
解
で
し
た
が
、
し
ば
し
ば
そ
う
い
う
こ
と
を
な
さ
い

ま
し
た
。
こ
れ
も
土
曜
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
寄
宿

舎
の
生
徒
が
六
、七
人
、
先
生
に
つ
れ
ら
れ
て
志
度
平
温

泉
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

二
堰
あ
た
り
か
、
あ
る
い
は
そ
の
先
だ
っ
た
か
、
な
ん

で
も
細
い
流
れ
の
音
を
聞
い
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
眠
け

が
さ
し
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
が
、「
今
ね
、
そ
こ

の
と
こ
ろ
を
、
頭
の
大
き
い
足
の
な
い
坊
主
が
通
っ
て

行
っ
た
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
私
た
ち
の
目
が
さ

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
達
に
元
気
を
つ
け
る
た
め
の
先
生

の
計
ら
い
で
は
な
く
、
確
か
に
先
生
は
そ
う
い
う
怪
し
い

も
の
の
姿
を
見
た
よ
う
で
し
た
。



　
「
志
度
平
行
き
・
・
・
菊
井
清
人
氏
か
ら
聞
い
た
話
」

宮
沢
賢
治
の
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
の
体
験
に
関
連
さ
せ
て
考
え

る
と
興
味
深
い
聞
き
書
き
と
し
て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

花
巻
農
学
校
の
裏
手
に
、
五
本
の
古
い
杉
の
木
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
木
の
下
で
、
あ
る
夕
方
、
先
生
は
大
入
道
を
見
た

と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
を
見
て
か
ら
、
全
身
の
毛
穴
が
ふ
さ

ぎ
、
ぶ
つ
ぶ
つ
し
た
も
の
が
皮
膚
に
出
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
そ
の
大
入
道
を
見
て
か
ら
先
生
が
寝
つ
い
て
し

ま
っ
た
と
も
き
い
て
お
り
ま
す
。



　
「
大
入
道
・
・
・
沢
里
武
治
氏
か
ら
聞
い
た
話
」

「
大
入
道
」
は
昔
か
ら
伝
わ
る
「
妖
怪
」
の
一
種
で
、
僧
形

を
と
る
こ
と
の
多
い
巨
人
で
あ
る
。
実
体
の
不
明
瞭
な
影
の
よ

う
な
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
大
き
さ
も
人
間
を
少
し
大
き

く
し
た
も
の
か
ら
、山
の
よ
う
に
巨
大
な
も
の
も
あ
る
ら
し
い
。

頸
が
伸
び「
ろ
く
ろ
頸
」の
よ
う
な
姿
も
あ
る
。賢
治
が
見
た「
大

入
道
」
が
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
五

本
の
杉
の
木
の
下
の
方
に
「
大
入
道
」
の
よ
う
な
巨
大
な
何
か

を
見
た
、
ま
た
、
見
た
と
感
じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
杉
の
木
の
下
に
初
め
か
ら
巨
大
な
も
の
が
存
在
し
て
い
た

と
は
考
え
に
く
い
。
た
ぶ
ん
、
何
か
が
賢
治
に
向
か
っ
て
巨
大

化
し
て
接
近
し
て
く
る
か
の
よ
う
な
体
験
だ
っ
た
の
か
と
思
わ

れ
る
。
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識
の
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
外
界
の
知
覚
、
表
象
（
記

憶
表
象
を
含
む
）、
体
感
な
ど
が
過
剰
な
イ
メ
ー
ジ
や
実

感
を
伴
っ
て
主
体
に
迫
っ
て
く
る
体
験
で
あ
る
。
対
象

性
を
も
つ
も
の
が
す
べ
て
自
分
を
圧
倒
す
る
も
の
と
し

て
迫
っ
て
く
る
た
め
、
不
安
、
恐
怖
、
緊
張
、
困
惑
を

強
く
感
じ
る
。
周
囲
の
物
が
自
分
に
向
か
っ
て
圧
迫
し

て
く
る
と
か
、
壁
が
自
分
に
迫
っ
て
来
て
部
屋
が
小
さ

く
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
物
が
大
き
く

見
え
る
大
視
症
（m

acropsia

）、
物
が
近
く
に
見
え
る

近
接
視
（pelopsia

）、
床
や
壁
が
盛
り
上
が
っ
た
り
す

る
な
ど
物
体
が
歪
ん
だ
り
、
変
形
し
て
見
え
る
変
形
視

（m
etam

orphopsia

）
も
あ
る
。

浜
垣
は
、柴
山
の
こ
の
よ
う
な
解
離
障
害
に
伴
う
「
遠
隔
化
」

「
近
接
化
」
の
概
念
を
念
頭
に
、「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候

群
」
も
、解
離
症
状
の
一
種
で
あ
る
「
近
接
化
」
や
「
遠
隔
化
」

か
ら
理
解
が
可
能
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
短
歌
№
240
と
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
関
係

南
昌
山
、毒
ヶ
森
を
読
ん
だ
短
歌
№
240
と
文
語
詩
「
岩
頸
列
」

は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
宮
沢
賢
治
の
文
学
的
営
為
の
最

初
期
と
最
晩
年
と
い
う
よ
う
に
離
れ
て
存
在
す
る
。
そ
こ
か
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
想
定
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
盛
岡
中
学
か
盛
岡
高
等

農
林
一
年
の
時
に
、
南
昌
山
、
毒
ヶ
森
が
急
に
伸
び
て
自
分
に

迫
っ
て
く
る
よ
う
な
、
不
安
、
恐
怖
を
伴
う
体
験
を
賢
治
が
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
短
歌
に
お
い
て
は
そ

の
体
験
が
比
較
的
直
截
に
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
賢

治
の
短
歌
は
体
験
の
記
録
の
よ
う
な
側
面
が
あ
り
、
体
験
そ
の

も
の
が
特
異
な
場
合
、
詠
ま
れ
た
短
歌
も
ま
た
特
異
な
内
容
と

な
る
。
賢
治
の
短
歌
に
は
短
歌
一
般
の
持
つ
抒
情
、
詠
嘆
の
要

素
が
少
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
体
験
そ
の
も
の
の
記
録
が
主
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
そ
の
理
由
が
納
得
し
や
す
い
。

賢
治
の
短
歌
の
持
つ
記
録
性
は
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
詩

法
に
引
き
継
が
れ
、
口
語
自
由
詩
の
成
立
を
促
し
た
。
賢
治
の

口
語
自
由
詩
は
時
と
し
て
奔
放
で
想
像
力
豊
か
な
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
系
列
の
詩
を
生
み
出
し
た
が
、
賢
治
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
能

力
は
童
話
と
い
う
形
式
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
し
て
、文
語
詩
で
あ
る
。
賢
治
は「
文
語
詩
稿
一
百
篇
」「
文

語
詩
稿
五
十
篇
」
を
残
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（22）

三
│
四　



宮
沢
賢
治
の
知
覚
変
容
体
験
に
関
す
る
精
神
医
学
的

検
討

浜
垣
誠
司
は
「
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
現
れ
る
超
常
体
験
の
精

神
医
学
的
検
討
―
「
解
離
」
と
し
て
の
理
解
―
」（
前
出
）
の

「
四
、
賢
治
作
品
に
現
れ
る
解
離
現
象
」、「（
４
）
近
接
化
」
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

鈴
木
健
司
は
、
岩
頸
を
描
い
た
賢
治
の
作
品
に
繰
り
返

し
現
れ
る
、
こ
う
い
っ
た
独
特
の
体
験
に
注
目
し
、
こ
れ

を
「「
岩
頸
」
意
識
」
と
名
づ
け
て
詳
し
く
考
察
を
行
っ

て
い
る
。
鈴
木
は
、
作
品
中
の
岩
頸
が
「
伸
び
る
」
と
い

う
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
島
の
挙
げ
た
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
症

候
群
に
含
ま
れ
る
「
大
視
」
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

一
方
、
三
節
（
２
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
不
思
議
の

国
の
ア
リ
ス
症
候
群
」
に
属
す
る
種
々
の
症
状
は
、
解
離

現
象
と
し
て
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て

は
、
賢
治
の
こ
の
「
岩
頸
が
こ
ち
ら
に
迫
っ
て
来
る
」
と

い
う
体
験
は
、
柴
山
が
解
離
性
意
識
変
容
の
際
の
現
象
と

し
て
記
載
し
て
い
る
「
近
接
化
」
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

浜
垣
が
解
離
の
症
例
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
、
柴
山
雅

俊
『
解
離
の
構
造
│
私
の
変
容
と
〈
む
す
び
〉
の
治
療
論
』（
岩

崎
学
術
出
版
社
、2010

・10

）
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
「
解
離
の
症

例
」
第
２
章
「
意
識
変
容
を
呈
し
た
解
離
性
障
害
の
一
症
例
│

解
離
性
意
識
変
容
の
主
観
的
体
験
構
造
に
つ
い
て
│
」
に
、「
遠

隔
化
」
と
「
近
接
化
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

遠
隔
化
で
は
離
人
症
に
類
似
し
た
症
状
が
多
彩
に
み
ら
れ

た
。
知
覚
で
特
徴
的
な
の
は
「
親
と
食
事
を
し
て
い
た
ら

親
が
急
に
遠
の
い
て
い
く
」、「
皆
と
話
し
て
い
て
も
、
ひ

と
り
で
に
皆
が
遠
ざ
か
る
」、「
物
が
遠
の
い
て
い
く
」
な

ど
の
「
遠
ざ
か
り
」
の
訴
え
で
あ
る
。
も
の
が
実
際
よ
り

も
遠
く
に
見
え
る
遠
隔
視
（teleopsia

）
や
小
さ
く
見
え

る
小
視
症
（m

icroopsia

）
な
ど
は
遠
隔
化
に
含
ま
れ
る
。

壁
が
遠
ざ
か
っ
て
部
屋
が
大
き
く
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
同
時
に
自
分
の
身
体
が
小
さ
く
な

る
と
い
っ
た
感
覚
を
伴
い
や
す
い
。

近
接
化
は
普
段
注
意
を
あ
ま
り
向
け
る
こ
と
の
な
い
意
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識
の
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
外
界
の
知
覚
、
表
象
（
記

憶
表
象
を
含
む
）、
体
感
な
ど
が
過
剰
な
イ
メ
ー
ジ
や
実

感
を
伴
っ
て
主
体
に
迫
っ
て
く
る
体
験
で
あ
る
。
対
象

性
を
も
つ
も
の
が
す
べ
て
自
分
を
圧
倒
す
る
も
の
と
し

て
迫
っ
て
く
る
た
め
、
不
安
、
恐
怖
、
緊
張
、
困
惑
を

強
く
感
じ
る
。
周
囲
の
物
が
自
分
に
向
か
っ
て
圧
迫
し

て
く
る
と
か
、
壁
が
自
分
に
迫
っ
て
来
て
部
屋
が
小
さ

く
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
物
が
大
き
く

見
え
る
大
視
症
（m

acropsia
）、
物
が
近
く
に
見
え
る

近
接
視
（pelopsia

）、
床
や
壁
が
盛
り
上
が
っ
た
り
す

る
な
ど
物
体
が
歪
ん
だ
り
、
変
形
し
て
見
え
る
変
形
視

（m
etam

orphopsia

）
も
あ
る
。

浜
垣
は
、柴
山
の
こ
の
よ
う
な
解
離
障
害
に
伴
う
「
遠
隔
化
」

「
近
接
化
」
の
概
念
を
念
頭
に
、「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候

群
」
も
、解
離
症
状
の
一
種
で
あ
る
「
近
接
化
」
や
「
遠
隔
化
」

か
ら
理
解
が
可
能
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
短
歌
№
240
と
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
関
係

南
昌
山
、毒
ヶ
森
を
読
ん
だ
短
歌
№
240
と
文
語
詩
「
岩
頸
列
」

は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
宮
沢
賢
治
の
文
学
的
営
為
の
最

初
期
と
最
晩
年
と
い
う
よ
う
に
離
れ
て
存
在
す
る
。
そ
こ
か
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
想
定
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
盛
岡
中
学
か
盛
岡
高
等

農
林
一
年
の
時
に
、
南
昌
山
、
毒
ヶ
森
が
急
に
伸
び
て
自
分
に

迫
っ
て
く
る
よ
う
な
、
不
安
、
恐
怖
を
伴
う
体
験
を
賢
治
が
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
短
歌
に
お
い
て
は
そ

の
体
験
が
比
較
的
直
截
に
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
賢

治
の
短
歌
は
体
験
の
記
録
の
よ
う
な
側
面
が
あ
り
、
体
験
そ
の

も
の
が
特
異
な
場
合
、
詠
ま
れ
た
短
歌
も
ま
た
特
異
な
内
容
と

な
る
。
賢
治
の
短
歌
に
は
短
歌
一
般
の
持
つ
抒
情
、
詠
嘆
の
要

素
が
少
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
体
験
そ
の
も
の
の
記
録
が
主
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
そ
の
理
由
が
納
得
し
や
す
い
。

賢
治
の
短
歌
の
持
つ
記
録
性
は
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
詩

法
に
引
き
継
が
れ
、
口
語
自
由
詩
の
成
立
を
促
し
た
。
賢
治
の

口
語
自
由
詩
は
時
と
し
て
奔
放
で
想
像
力
豊
か
な
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
系
列
の
詩
を
生
み
出
し
た
が
、
賢
治
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
能

力
は
童
話
と
い
う
形
式
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
し
て
、文
語
詩
で
あ
る
。
賢
治
は「
文
語
詩
稿
一
百
篇
」「
文

語
詩
稿
五
十
篇
」
を
残
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（22）

三
│
四　



宮
沢
賢
治
の
知
覚
変
容
体
験
に
関
す
る
精
神
医
学
的

検
討

浜
垣
誠
司
は
「
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
現
れ
る
超
常
体
験
の
精

神
医
学
的
検
討
―
「
解
離
」
と
し
て
の
理
解
―
」（
前
出
）
の

「
四
、
賢
治
作
品
に
現
れ
る
解
離
現
象
」、「（
４
）
近
接
化
」
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

鈴
木
健
司
は
、
岩
頸
を
描
い
た
賢
治
の
作
品
に
繰
り
返

し
現
れ
る
、
こ
う
い
っ
た
独
特
の
体
験
に
注
目
し
、
こ
れ

を
「「
岩
頸
」
意
識
」
と
名
づ
け
て
詳
し
く
考
察
を
行
っ

て
い
る
。
鈴
木
は
、
作
品
中
の
岩
頸
が
「
伸
び
る
」
と
い

う
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
島
の
挙
げ
た
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
症

候
群
に
含
ま
れ
る
「
大
視
」
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

一
方
、
三
節
（
２
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
不
思
議
の

国
の
ア
リ
ス
症
候
群
」
に
属
す
る
種
々
の
症
状
は
、
解
離

現
象
と
し
て
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て

は
、
賢
治
の
こ
の
「
岩
頸
が
こ
ち
ら
に
迫
っ
て
来
る
」
と

い
う
体
験
は
、
柴
山
が
解
離
性
意
識
変
容
の
際
の
現
象
と

し
て
記
載
し
て
い
る
「
近
接
化
」
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

浜
垣
が
解
離
の
症
例
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
、
柴
山
雅

俊
『
解
離
の
構
造
│
私
の
変
容
と
〈
む
す
び
〉
の
治
療
論
』（
岩

崎
学
術
出
版
社
、2010

・10

）
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
「
解
離
の
症

例
」
第
２
章
「
意
識
変
容
を
呈
し
た
解
離
性
障
害
の
一
症
例
│

解
離
性
意
識
変
容
の
主
観
的
体
験
構
造
に
つ
い
て
│
」
に
、「
遠

隔
化
」
と
「
近
接
化
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

遠
隔
化
で
は
離
人
症
に
類
似
し
た
症
状
が
多
彩
に
み
ら
れ

た
。
知
覚
で
特
徴
的
な
の
は
「
親
と
食
事
を
し
て
い
た
ら

親
が
急
に
遠
の
い
て
い
く
」、「
皆
と
話
し
て
い
て
も
、
ひ

と
り
で
に
皆
が
遠
ざ
か
る
」、「
物
が
遠
の
い
て
い
く
」
な

ど
の
「
遠
ざ
か
り
」
の
訴
え
で
あ
る
。
も
の
が
実
際
よ
り

も
遠
く
に
見
え
る
遠
隔
視
（teleopsia

）
や
小
さ
く
見
え

る
小
視
症
（m

icroopsia

）
な
ど
は
遠
隔
化
に
含
ま
れ
る
。

壁
が
遠
ざ
か
っ
て
部
屋
が
大
き
く
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
同
時
に
自
分
の
身
体
が
小
さ
く
な

る
と
い
っ
た
感
覚
を
伴
い
や
す
い
。

近
接
化
は
普
段
注
意
を
あ
ま
り
向
け
る
こ
と
の
な
い
意
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に
な
る
。
賢
治
の
こ
の
線
画
で
は
遠
近
法
が
成
り
立
っ
て
お
ら

ず
、
例
え
ば
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
よ
う
な
複
数
視
点
を
設
定
し
な
け

れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

で
は
な
ぜ
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
複
数
視
点
と
な
っ
て
い

る
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
も
つ
構
造

性
と
も
関
係
し
て
い
る
。

前
著
に
お
い
て
私
は
「
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
第
一
連
・
第

三
連
は〈
現
実
〉と
し
て
の「
岩
頸
」で
あ
り
、第
二
連
は〈
心
象
〉

と
し
て
の
「
岩
頸
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
賢
治

の
〈
心
象
〉
体
験
が
「
芝
雀
」
を
通
じ
再
現
さ
れ
て
い
る
と
の

判
断
で
あ
る
」と
記
し
た
。
こ
の
判
断
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
詩
法
か
ら
逸

脱
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
「
そ
れ
ぞ
れ
の
心
も
ち
を
そ
の
と

ほ
り
記
録
し
た
」（
岩
波
茂
雄
宛
書
簡214a

）
し
た
も
の
が
心

象
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
、
視
点

を
複
数
化
さ
せ
た
手
法
は
、
賢
治
が
文
語
詩
と
い
う
形
式
に
託

し
た
何
か
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
心
象
ス

ケ
ッ
チ
に
も
す
で
に
〈
声
の
多
重
性
〉
と
い
う
通
常
の
一
人
称

視
点
で
は
発
想
し
難
い
表
現
方
法
を
実
現
さ
せ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
こ
こ
で
い
う
視
点
の
複
数
化
と
同
じ
で
は
な
い
。

私
は
こ
こ
で
文
語
詩
全
般
の
も
つ
特
質
と
し
て
語
る
つ
も
り

で
は
な
い
が
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
明
ら
か
に
、
短
歌
、
口

語
自
由
詩
、
童
話
と
い
う
表
現
方
法
と
異
な
る
、
新
た
な
試
み

で
あ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
複
数
視
点
の
問

題
は
、「
芝
雀
」
の
解
釈
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
芝
雀
は
第
三

連
に
、す
な
わ
ち
賢
治
の
心
象
が
仮
託
さ
れ
た
部
分
に
現
れ
る
。

芝
雀
の
名
は
四
代
目
中
村
芝
雀
（
三
代
目
中
村
雀
右
衛
門
）
を

連
想
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
屋
号
は
京
屋
で
、
明
治
、
大
正
と
上
方

で
活
躍
し
た
女
形
の
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る
。文
語
詩
稿
中
の「
み

や
こ
」
を
京
都
の
こ
と
と
考
え
る
と
、
芝
雀
は
歌
舞
伎
役
者
の

中
村
芝
雀
と
矛
盾
な
く
つ
な
が
っ
て
く
る
。
四
代
目
中
村
芝
雀

は
、
大
正
三
年
十
月
に
三
代
目
中
村
雀
右
衛
門
を
襲
名
し
て
お

り
、
文
語
詩
稿
が
成
立
し
た
昭
和
八
年
当
時
に
は
、
す
で
に
病

没
（
昭
和
二
年
十
一
月
）
し
て
お
り
、「
芝
雀
」
の
設
定
自
体

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
文
語
詩
「
岩
頸

列
」
で
歌
舞
伎
役
者
「
芝
雀
」
の
名
が
用
い
ら
れ
た
理
由
に
手

が
か
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

細
田
嘉
吉
は
『
石
で
読
み
解
く
宮
沢
賢
治
』（
蒼
丘
書
林
、

2008

・5

）
で
、「
小
屋
掛
け
」
の
小
屋
を
盛
岡
劇
場
と
解
釈
し

て
い
る
。
地
元
の
人
で
あ
る
細
田
に
と
っ
て
は
、
ご
く
自
然
に

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（24）

文
語
詩
を
作
成
し
た
の
か
。
岩
頸
表
象
自
体
は
口
語
自
由
詩
に

も
童
話
に
も
指
摘
で
き
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
味
わ
い

を
持
つ
が
、
南
昌
山
、
毒
ヶ
森
と
い
う
素
材
だ
け
に
注
目
す
る

な
ら
、
短
歌
№
240
は
、
口
語
自
由
詩
と
童
話
と
い
う
表
現
形
式

の
底
を
伏
流
水
の
よ
う
に
流
れ
続
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
文
語
詩
は
、
体
験
の
最
終
的
な
再
構
築
・
再
構
成
の
場

と
い
う
の
が
私
の
解
釈
で
あ
る
。
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の

が
視
点
の
問
題
で
あ
る
。
賢
治
の
視
点
は
自
我
に
固
着
し
な
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
表
現
形
式
を
問
わ
ず
指
摘
で
き

る
こ
と
だ
が
、
短
歌
№
240
の
場
合
視
点
は
書
き
手
自
身
に
あ
る

の
に
対
し
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
複
数
の
視
点
が
存
在
す
る

と
い
う
違
い
が
あ
る
。

す
で
記
し
た
が
、
南
昌
山
と
毒
ヶ
森
が
同
時
に
視
野
に
入
る

場
所
は
矢
巾
付
近
の
み
で
あ
る
。む
ろ
ん「
寄
り
」で
見
る
か「
引

き
」
で
見
る
に
よ
っ
て
違
い
は
生
じ
る
が
、
こ
こ
で
言
い
た
い

こ
と
は
、
南
昌
山
と
毒
ヶ
森
と
を
同
時
に
見
る
場
所
が
、
確
か

に
地
理
上
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
確

か
に
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
、箱
ヶ
森
、毒
ヶ

森
、
南
昌
山
、
東
根
山
を
同
時
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
は
、

地
理
上
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。矢
巾
町
の
東
方
、

盛
岡
市
乙
部
あ
た
り
か
ら
、
か
な
り
「
引
き
」
で
見
れ
ば
可
能

な
よ
う
だ
が
（
注
5
）、
岩
頸
列
は
書
き
手
の
近
く
に
存
在
し
て
い
る
は

ず
で
、
詩
「
岩
頸
列
」
は
一
視
点
、
固
定
さ
れ
た
視
点
か
ら
書

か
れ
た
も
の
で
な
い
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
作
品
上
、
書
き

手
の
眼
前
に
岩
頸
は
列
を
な
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
視
点
は
複
数
あ
る
と
な
る
。

賢
治
が
文
語
詩
「〔
月
の
鉛
の
雲
さ
び
に
〕」
下
書
稿
（
四
）

〜
（
六
）
の
余
白
に
記
し
た
岩
頸
列
の
線
画
（
図
13
）
を
見
て

も
、
も
し
そ
れ
が
箱
ヶ
森
、
毒
ヶ
森
、
椀
コ
、
南
昌
山
、
東
根

山
を
描
い
た
も
の
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
写
真
の
よ
う
な
地

理
的
正
確
性
を
も
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
信
時

哲
郎
が
『
宮
沢
賢
治
「
文
語
詩
稿
一
百
篇
」
評
釈
』（
和
泉
書
院
、

2019

・2

）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
あ
く
ま
で
記
憶
の
中
の

も
の
で
あ
っ
て
」、「
ど
こ
の
地
点
か
ら
見
た
と
き
に
ど
う
見
え

る
か
に
つ
い
て
ま
で
、
写
真
の
よ
う
に
正
確
に
把
握
し
き
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
」と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。箱
ヶ

森
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
視
点
は
盛
岡
側
に
あ

り
、
毒
ヶ
森
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
視
点
は
矢
巾
側
に

あ
る
は
ず
で
、
東
根
山
（
山
頂
部
が
こ
た
つ
型
）
が
強
調
さ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
視
点
は
花
巻
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
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に
な
る
。
賢
治
の
こ
の
線
画
で
は
遠
近
法
が
成
り
立
っ
て
お
ら

ず
、
例
え
ば
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
よ
う
な
複
数
視
点
を
設
定
し
な
け

れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

で
は
な
ぜ
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
複
数
視
点
と
な
っ
て
い

る
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
も
つ
構
造

性
と
も
関
係
し
て
い
る
。

前
著
に
お
い
て
私
は
「
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
の
第
一
連
・
第

三
連
は〈
現
実
〉と
し
て
の「
岩
頸
」で
あ
り
、第
二
連
は〈
心
象
〉

と
し
て
の
「
岩
頸
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
賢
治

の
〈
心
象
〉
体
験
が
「
芝
雀
」
を
通
じ
再
現
さ
れ
て
い
る
と
の

判
断
で
あ
る
」と
記
し
た
。
こ
の
判
断
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
詩
法
か
ら
逸

脱
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
「
そ
れ
ぞ
れ
の
心
も
ち
を
そ
の
と

ほ
り
記
録
し
た
」（
岩
波
茂
雄
宛
書
簡214a

）
し
た
も
の
が
心

象
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
、
視
点

を
複
数
化
さ
せ
た
手
法
は
、
賢
治
が
文
語
詩
と
い
う
形
式
に
託

し
た
何
か
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
心
象
ス

ケ
ッ
チ
に
も
す
で
に
〈
声
の
多
重
性
〉
と
い
う
通
常
の
一
人
称

視
点
で
は
発
想
し
難
い
表
現
方
法
を
実
現
さ
せ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
こ
こ
で
い
う
視
点
の
複
数
化
と
同
じ
で
は
な
い
。

私
は
こ
こ
で
文
語
詩
全
般
の
も
つ
特
質
と
し
て
語
る
つ
も
り

で
は
な
い
が
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
明
ら
か
に
、
短
歌
、
口

語
自
由
詩
、
童
話
と
い
う
表
現
方
法
と
異
な
る
、
新
た
な
試
み

で
あ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
複
数
視
点
の
問

題
は
、「
芝
雀
」
の
解
釈
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
芝
雀
は
第
三

連
に
、す
な
わ
ち
賢
治
の
心
象
が
仮
託
さ
れ
た
部
分
に
現
れ
る
。

芝
雀
の
名
は
四
代
目
中
村
芝
雀
（
三
代
目
中
村
雀
右
衛
門
）
を

連
想
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
屋
号
は
京
屋
で
、
明
治
、
大
正
と
上
方

で
活
躍
し
た
女
形
の
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る
。文
語
詩
稿
中
の「
み

や
こ
」
を
京
都
の
こ
と
と
考
え
る
と
、
芝
雀
は
歌
舞
伎
役
者
の

中
村
芝
雀
と
矛
盾
な
く
つ
な
が
っ
て
く
る
。
四
代
目
中
村
芝
雀

は
、
大
正
三
年
十
月
に
三
代
目
中
村
雀
右
衛
門
を
襲
名
し
て
お

り
、
文
語
詩
稿
が
成
立
し
た
昭
和
八
年
当
時
に
は
、
す
で
に
病

没
（
昭
和
二
年
十
一
月
）
し
て
お
り
、「
芝
雀
」
の
設
定
自
体

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
文
語
詩
「
岩
頸

列
」
で
歌
舞
伎
役
者
「
芝
雀
」
の
名
が
用
い
ら
れ
た
理
由
に
手

が
か
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

細
田
嘉
吉
は
『
石
で
読
み
解
く
宮
沢
賢
治
』（
蒼
丘
書
林
、

2008
・5
）
で
、「
小
屋
掛
け
」
の
小
屋
を
盛
岡
劇
場
と
解
釈
し

て
い
る
。
地
元
の
人
で
あ
る
細
田
に
と
っ
て
は
、
ご
く
自
然
に

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（24）

文
語
詩
を
作
成
し
た
の
か
。
岩
頸
表
象
自
体
は
口
語
自
由
詩
に

も
童
話
に
も
指
摘
で
き
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
味
わ
い

を
持
つ
が
、
南
昌
山
、
毒
ヶ
森
と
い
う
素
材
だ
け
に
注
目
す
る

な
ら
、
短
歌
№
240
は
、
口
語
自
由
詩
と
童
話
と
い
う
表
現
形
式

の
底
を
伏
流
水
の
よ
う
に
流
れ
続
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
文
語
詩
は
、
体
験
の
最
終
的
な
再
構
築
・
再
構
成
の
場

と
い
う
の
が
私
の
解
釈
で
あ
る
。
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の

が
視
点
の
問
題
で
あ
る
。
賢
治
の
視
点
は
自
我
に
固
着
し
な
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
表
現
形
式
を
問
わ
ず
指
摘
で
き

る
こ
と
だ
が
、
短
歌
№
240
の
場
合
視
点
は
書
き
手
自
身
に
あ
る

の
に
対
し
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
は
複
数
の
視
点
が
存
在
す
る

と
い
う
違
い
が
あ
る
。

す
で
記
し
た
が
、
南
昌
山
と
毒
ヶ
森
が
同
時
に
視
野
に
入
る

場
所
は
矢
巾
付
近
の
み
で
あ
る
。む
ろ
ん「
寄
り
」で
見
る
か「
引

き
」
で
見
る
に
よ
っ
て
違
い
は
生
じ
る
が
、
こ
こ
で
言
い
た
い

こ
と
は
、
南
昌
山
と
毒
ヶ
森
と
を
同
時
に
見
る
場
所
が
、
確
か

に
地
理
上
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
確

か
に
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
、箱
ヶ
森
、毒
ヶ

森
、
南
昌
山
、
東
根
山
を
同
時
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
は
、

地
理
上
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。矢
巾
町
の
東
方
、

盛
岡
市
乙
部
あ
た
り
か
ら
、
か
な
り
「
引
き
」
で
見
れ
ば
可
能

な
よ
う
だ
が
（
注
5
）、
岩
頸
列
は
書
き
手
の
近
く
に
存
在
し
て
い
る
は

ず
で
、
詩
「
岩
頸
列
」
は
一
視
点
、
固
定
さ
れ
た
視
点
か
ら
書

か
れ
た
も
の
で
な
い
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
作
品
上
、
書
き

手
の
眼
前
に
岩
頸
は
列
を
な
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
視
点
は
複
数
あ
る
と
な
る
。

賢
治
が
文
語
詩
「〔
月
の
鉛
の
雲
さ
び
に
〕」
下
書
稿
（
四
）

〜
（
六
）
の
余
白
に
記
し
た
岩
頸
列
の
線
画
（
図
13
）
を
見
て

も
、
も
し
そ
れ
が
箱
ヶ
森
、
毒
ヶ
森
、
椀
コ
、
南
昌
山
、
東
根

山
を
描
い
た
も
の
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
写
真
の
よ
う
な
地

理
的
正
確
性
を
も
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
信
時

哲
郎
が
『
宮
沢
賢
治
「
文
語
詩
稿
一
百
篇
」
評
釈
』（
和
泉
書
院
、

2019

・2

）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
あ
く
ま
で
記
憶
の
中
の

も
の
で
あ
っ
て
」、「
ど
こ
の
地
点
か
ら
見
た
と
き
に
ど
う
見
え

る
か
に
つ
い
て
ま
で
、
写
真
の
よ
う
に
正
確
に
把
握
し
き
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
」と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。箱
ヶ

森
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
視
点
は
盛
岡
側
に
あ

り
、
毒
ヶ
森
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
視
点
は
矢
巾
側
に

あ
る
は
ず
で
、
東
根
山
（
山
頂
部
が
こ
た
つ
型
）
が
強
調
さ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
視
点
は
花
巻
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
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【
注
】

（
注
１
）「
椀
コ
」
の
モ
デ
ル
に
関
し
、
原
子
朗
編
『
宮
沢
賢
治
語
彙
辞

典
』（1989.10

）
で
は
、
大
石
山
の
通
称
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
、細
田
嘉
吉
は
『
石
で
読
み
解
く
宮
沢
賢
治
』（
蒼
丘
書
林
、

2008.5

）
で
、「
木
津
ヶ
森
」
説
を
、
さ
ら
に
、
大
石
雅
之
が
「
宮
沢

賢
治
の『
岩
頸
列
』の
あ
る
山
地
に
関
す
る
一
考
察
」（「
岩
手
の
地
学
」

第
39
号
、2009.6

）
で
、
赤
林
山
説
を
提
出
し
て
い
る
。

（
注
２
）「
岩
手
の
地
学
」
第
39
号
（
岩
手
地
学
教
育
研
究
会
、2009.6

）　
（

注
３
）

薬
師
岳
は
、
地
元
で
の
通
称
で
頂
上
に
は
薬
師
岳
と
書
か
れ
た

プ
レ
ー
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
国
土
地
理
院
の
五
万
分
の
一
の
地
形

図
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
岩
手
の
地
学
」（
岩

手
県
地
学
教
育
研
究
会
）に
掲
載
さ
れ
た
拙
文
で
は「771 m

ピ
ー
ク
」

と
記
述
し
た
。　


（

注
４
）

宮
城
一
男
『
農
民
の
地
学
者　

宮
沢
賢
治
』（
築
地
書
館
、

1975.1

）、
亀
井
茂
・
照
井
一
明
著
『
宮
澤
賢
治　

岩
手
山
麓
を

行
く
│
盛
岡
附
近
地
質
調
査
』（
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
団
栗
企
画
団
、

2012.4

）。　


（

注
５
）　

一
九
五
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
精
神
科
医
ト
ッ
ド
（
英
語: John 

Todd

）
が
名
づ
け
た
も
の
。
知
覚
さ
れ
た
外
界
の
も
の
の
大
き
さ
や

自
分
の
体
の
大
き
さ
が
通
常
と
は
異
な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
主

症
状
と
し
、
外
界
が
小
さ
く
感
じ
ら
れ
る
小
視
症
、
大
き
く
感
じ
ら

れ
る
大
視
症
、
ひ
ず
ん
で
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
変
視
症
な
ど
が
あ
る
。

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（26）

「
芝
居
小
屋
即
ち
盛
岡
劇
場
」
と
な
る
よ
う
で
、
盛
岡
劇
場
の

近
く
岩
手
公
園
か
ら
南
西
に
向
け
て
撮
影
し
た
岩
頸
列
を
提
示

し
て
い
る
。
そ
の
写
真
に
は
、
箱
ヶ
森
、
赤
林
山
、
南
昌
山
、

東
根
山
の
山
容
が
確
認
さ
れ
る
が
、
毒
ヶ
森
は
、
赤
林
山
に
隠

れ
て
し
ま
い
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
毒
ヶ
森
が
見
え
な
い
と

な
る
と
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
と
一
致
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

た
だ
逆
に
、
こ
の
角
度
か
ら
で
な
け
れ
ば
箱
ヶ
森
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
盛
岡
以

南
の
矢
巾
や
花
巻
の
方
角
か
ら
は
、
箱
ヶ
森
は
赤
林
山
に
隠
れ

て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
、
盛
岡
劇
場
に
公
演
記
録
を
調
べ
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
に
中
村
芝
雀
の
名
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
た
が
、
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
に
は
、
二
つ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
が
確

認
で
き
る
よ
う
だ
。
一
つ
目
が
、
岩
頸
列
は
ど
の
角
度
か
ら
見

た
と
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
の
山
を
一
望
で
き
る
場
所
は
な
い

と
い
う
こ
と
。賢
治
の
書
き
残
し
た
岩
頸
列
の
線
描
き
メ
モ
は
、

あ
く
ま
で
賢
治
の
頭
の
中
に
あ
る
岩
頸
列
で
、
そ
れ
は
、
盛
岡
、

矢
巾
、花
巻
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
見
た
そ
れ
ぞ
れ
の
山
を
、

キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
よ
う
な
複
数
視
点
の
手
法
で
再
構
成
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
二
つ
目
が
、
芝
雀
に
関
わ
る
挿
話
で
、

芝
雀
の
名
は
四
代
目
中
村
芝
雀
か
ら
想
を
得
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
が
、
岩
頸
列
の
近
く
に
小
屋
掛
け
し
た
田
舎
芝
居
の
旅
役

者
と
い
う
設
定
を
新
た
に
創
作
し
、
芝
雀
に
「
山
に
よ
き
に
よ

き
と
、立
ち
し
」
と
い
う
体
験
を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
は
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
と
い
う
作

品
そ
の
も
の
の
成
り
立
た
せ
る
基
本
的
性
質
と
し
て
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
性
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
短
歌
№
240
が
再
構
成
さ
れ
、

宮
沢
賢
治
の
個
我
の
体
験
を
離
れ
た
、
よ
り
普
遍
的
な
体
験
と

し
て
文
語
詩
と
い
う
形
式
を
も
っ
て
描
き
出
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

短
歌
№
240
に
書
き
留
め
ら
れ
た
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
で
の
体
験

は
、
後
に
岩
頸
と
い
う
地
質
学
的
な
捉
え
直
し
と
い
う
作
業
を

経
て
、
口
語
自
由
詩
、
童
話
と
い
う
表
現
形
式
の
底
を
流
れ
続

け
、文
語
詩
「
岩
頸
列
」
に
お
い
て
そ
の
体
験
が
再
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
手
法
と
異
な
る
手
法
の
元

に
成
立
し
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

口
語
自
由
詩
、
童
話
と
い
う
表
現
形
式
に
書
き
留
め
ら
れ
た

岩
頸
表
象
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。
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【
注
】

（
注
１
）「
椀
コ
」
の
モ
デ
ル
に
関
し
、
原
子
朗
編
『
宮
沢
賢
治
語
彙
辞

典
』（1989.10

）
で
は
、
大
石
山
の
通
称
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
、細
田
嘉
吉
は
『
石
で
読
み
解
く
宮
沢
賢
治
』（
蒼
丘
書
林
、

2008.5
）
で
、「
木
津
ヶ
森
」
説
を
、
さ
ら
に
、
大
石
雅
之
が
「
宮
沢

賢
治
の『
岩
頸
列
』の
あ
る
山
地
に
関
す
る
一
考
察
」（「
岩
手
の
地
学
」

第
39
号
、2009.6
）
で
、
赤
林
山
説
を
提
出
し
て
い
る
。

（
注
２
）「
岩
手
の
地
学
」
第
39
号
（
岩
手
地
学
教
育
研
究
会
、2009.6

）　
（

注
３
）

薬
師
岳
は
、
地
元
で
の
通
称
で
頂
上
に
は
薬
師
岳
と
書
か
れ
た

プ
レ
ー
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
国
土
地
理
院
の
五
万
分
の
一
の
地
形

図
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
岩
手
の
地
学
」（
岩

手
県
地
学
教
育
研
究
会
）に
掲
載
さ
れ
た
拙
文
で
は「771 m

ピ
ー
ク
」

と
記
述
し
た
。　


（

注
４
）

宮
城
一
男
『
農
民
の
地
学
者　

宮
沢
賢
治
』（
築
地
書
館
、

1975.1

）、
亀
井
茂
・
照
井
一
明
著
『
宮
澤
賢
治　

岩
手
山
麓
を

行
く
│
盛
岡
附
近
地
質
調
査
』（
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
団
栗
企
画
団
、

2012.4

）。　


（

注
５
）　

一
九
五
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
精
神
科
医
ト
ッ
ド
（
英
語: John 

Todd

）
が
名
づ
け
た
も
の
。
知
覚
さ
れ
た
外
界
の
も
の
の
大
き
さ
や

自
分
の
体
の
大
き
さ
が
通
常
と
は
異
な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
主

症
状
と
し
、
外
界
が
小
さ
く
感
じ
ら
れ
る
小
視
症
、
大
き
く
感
じ
ら

れ
る
大
視
症
、
ひ
ず
ん
で
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
変
視
症
な
ど
が
あ
る
。

宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（26）

「
芝
居
小
屋
即
ち
盛
岡
劇
場
」
と
な
る
よ
う
で
、
盛
岡
劇
場
の

近
く
岩
手
公
園
か
ら
南
西
に
向
け
て
撮
影
し
た
岩
頸
列
を
提
示

し
て
い
る
。
そ
の
写
真
に
は
、
箱
ヶ
森
、
赤
林
山
、
南
昌
山
、

東
根
山
の
山
容
が
確
認
さ
れ
る
が
、
毒
ヶ
森
は
、
赤
林
山
に
隠

れ
て
し
ま
い
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
毒
ヶ
森
が
見
え
な
い
と

な
る
と
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
と
一
致
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

た
だ
逆
に
、
こ
の
角
度
か
ら
で
な
け
れ
ば
箱
ヶ
森
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
盛
岡
以

南
の
矢
巾
や
花
巻
の
方
角
か
ら
は
、
箱
ヶ
森
は
赤
林
山
に
隠
れ

て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
、
盛
岡
劇
場
に
公
演
記
録
を
調
べ
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
に
中
村
芝
雀
の
名
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
た
が
、
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

文
語
詩
「
岩
頸
列
」
に
は
、
二
つ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
が
確

認
で
き
る
よ
う
だ
。
一
つ
目
が
、
岩
頸
列
は
ど
の
角
度
か
ら
見

た
と
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
の
山
を
一
望
で
き
る
場
所
は
な
い

と
い
う
こ
と
。賢
治
の
書
き
残
し
た
岩
頸
列
の
線
描
き
メ
モ
は
、

あ
く
ま
で
賢
治
の
頭
の
中
に
あ
る
岩
頸
列
で
、
そ
れ
は
、
盛
岡
、

矢
巾
、花
巻
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
見
た
そ
れ
ぞ
れ
の
山
を
、

キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
よ
う
な
複
数
視
点
の
手
法
で
再
構
成
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
二
つ
目
が
、
芝
雀
に
関
わ
る
挿
話
で
、

芝
雀
の
名
は
四
代
目
中
村
芝
雀
か
ら
想
を
得
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
が
、
岩
頸
列
の
近
く
に
小
屋
掛
け
し
た
田
舎
芝
居
の
旅
役

者
と
い
う
設
定
を
新
た
に
創
作
し
、
芝
雀
に
「
山
に
よ
き
に
よ

き
と
、立
ち
し
」
と
い
う
体
験
を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
は
、
文
語
詩
「
岩
頸
列
」
と
い
う
作

品
そ
の
も
の
の
成
り
立
た
せ
る
基
本
的
性
質
と
し
て
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
性
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
短
歌
№
240
が
再
構
成
さ
れ
、

宮
沢
賢
治
の
個
我
の
体
験
を
離
れ
た
、
よ
り
普
遍
的
な
体
験
と

し
て
文
語
詩
と
い
う
形
式
を
も
っ
て
描
き
出
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

短
歌
№
240
に
書
き
留
め
ら
れ
た
毒
ヶ
森
、
南
昌
山
で
の
体
験

は
、
後
に
岩
頸
と
い
う
地
質
学
的
な
捉
え
直
し
と
い
う
作
業
を

経
て
、
口
語
自
由
詩
、
童
話
と
い
う
表
現
形
式
の
底
を
流
れ
続

け
、文
語
詩
「
岩
頸
列
」
に
お
い
て
そ
の
体
験
が
再
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
手
法
と
異
な
る
手
法
の
元

に
成
立
し
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

口
語
自
由
詩
、
童
話
と
い
う
表
現
形
式
に
書
き
留
め
ら
れ
た

岩
頸
表
象
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。
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図 1　南昌山山塊

毒ヶ森

ノロキ山

薬師岳

図 2
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宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（30）

図 3　岩頸

図 8　太白山登山道

図 6　南昌山

図 10　毒ヶ森の方形に割れた岩石

図 4　太白山

図 7　太白山　直交ニコル（40倍）

図 5　太白山

図 9　毒ヶ森の山容

「文学部紀要」文教大学文学部　35 - 2号　鈴木健司

（31）

【A】赤林山（薄片；直交ニコル 40倍）【B】箱ヶ森（薄片；直交ニコル 40倍）

【E】薬師岳（薄片；直交ニコル 40倍）【F】南昌山（薄片；直交ニコル 40倍）

【C】 毒ヶ森（薄片；直交ニコル 40倍）【D】ノロキ山（薄片；直交ニコル 40倍）

【G】東根山（薄片；直交ニコル 40倍
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図 4　太白山

図 7　太白山　直交ニコル（40倍）

図 5　太白山

図 9　毒ヶ森の山容
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【A】赤林山（薄片；直交ニコル 40倍）【B】箱ヶ森（薄片；直交ニコル 40倍）

【E】薬師岳（薄片；直交ニコル 40倍）【F】南昌山（薄片；直交ニコル 40倍）

【C】 毒ヶ森（薄片；直交ニコル 40倍）【D】ノロキ山（薄片；直交ニコル 40倍）

【G】東根山（薄片；直交ニコル 40倍
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宮沢賢治作品における岩頸表象（二）

（32）

図 11　男助部層図 12　飯岡層

図 13　文語詩「〔月の鉛の雲さびに〕」下書稿（四）～（六）


